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序

日頃より本県の埋蔵文化財の保護・活用につきましては、ご協力をいただ

き感謝申し上げます。

この報告書は、宮崎県教育委員会が建設省延岡工事事務所の委託を受けて、

平成6年から平成8年にかけて、国道218号線高千穂バイパス建設予定地内

に確認された遺跡の発掘調査記録であります。

中ノ原遺跡では陥し穴状遺構が発見され、南平第4遺跡では縄文時代早期

の遺物が見つかりました。特に、神殿遺跡や南平第3遺跡で検出された弥生

時代後期から古墳時代の住居址群は、当時の人々の集落の立地や生活の様子

を考える上で貴重な資料であり、出土遺物では瀬戸内や畿内地方の影響を受

けた土器が出土するなど、肥後あるいは豊後地方だけでなく遠く離れた地域

からの文化の流入も読み取ることができます。

最後となりましたが、発掘調査に際し、建設省および地元の方々をはじめ

発掘調査から整理・報告まで多くの皆様のご理解とご協力を得ました。ここ

に感謝の意を表すとともに、本書が文化財理解の契機となり、広く活用され

ることを願っております。

平成11年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　　田　中 守
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1．本書は、国道218号高千穂バイパス建設に伴い、建設省延岡工事事務所の委託を受けて県教育委

員会が実施した4遺跡の発掘調査報告書である。

2．発掘調査の期間および調査体制は第1章のとおりである。

3．本書使用の遺構実測図は、岩永哲夫、米久田真二、戸高真知子、松林豊樹、谷口武範、飯田博之、

日高広大が作成した。

4．本書使用の遺物実測図は、戸高、松林、谷口のほか整理作業員の協力を得た。

5．本書使用の写真は、米久田、戸高、松林、谷口が撮影した。

6．本書使用の図面の製図は、戸高、松林、谷口のほか整理作業員の協力を得た。

7．本書の執筆は、米久田、戸高、松林、谷口が分担してあたり、文責は目次に明記した。

8．土層および土器の色調については「新版標準土色帖」による。

9．本書使用の方位は磁北である。

10．本書では、遺構に次の略号を使用している。

竪穴住居跡・・・SA　土坑・・・SC　　不明遺構・・・S Z

ll．本書の編集・構成は谷口が担当した。

12．本書収録の出土遺物および調査の記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで一括収蔵・保管し、公

開していく。
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第I章　序　　　説

1　調査にいたる経緯

一般国道218号は、延岡市を起点とし、高千穂町を経て熊本市にいたる宮崎県北部と熊本を結ぶ主

要幹線として利用されているが、建設省九州地方建設局延岡工事事務所によって高千穂町内の交通渋滞

の緩和と県北交通網整備の一環として、一般国道218号高千穂バイパス、延長約4．7kmが計画された。

県文化課では、予定路線内の分布調査および試掘調査を実施し、5～6箇所の遺跡および遺跡推定

地を確認した。建設省との協議の結果、高千穂大橋西側から高千穂町武道館までを1期工事として竣

工することとなり、昭和63年～平成2年の間に宮の前第2遺跡、吾平原第2遺跡、城ノ平遺跡の3

遺跡が調査され、平成5年に調査報告書が刊行された。

今回は2期工事として、高千穂高校東側から終点押方地区までの約5kmの工事が計画された。県文

化課では工事計画に伴い、平成5年度から確認掘調査を実施しながら建設省と繰り返し協議を行い、

平成6年度に神殿遺跡B地区、中ノ原遺跡を、平成7年度に南平第3遺跡、平成8年度に南平第4遺跡、

神殿遺跡C地区の4遺跡5箇所の発掘調査を実施した。また、調査終了後、平成9年度は遺物整理、

平成10年度に遺物整理および報告書作成を行うことになった。

2　調査の経過と調査組織

平成6年度の調査

工事の計画にあわせ、起点側の神殿遺跡B地区と、終点側の中ノ原遺跡の2遺跡の調査を行った。

高千穂高校西側バイパス工事は、隣接して施工される高千穂高校第2グランド造成工事の廃土を盛土

に利用して行われるが、高千穂高校第2グランド造成区域内においても遺跡が確認されており、経費・

期間等の節減の理由から、神殿遺跡A・B地区の調査を同時に実施した。

また、神殿遺跡調査中、平成6年9月10日に現地説明会も開催し、約50人の見学者が訪れた。

神殿遺跡B地区

所在地　　西臼杵郡高千穂町大字三田井

調査期間　平成6年5月23日～平成6年9月16日

調査面積　3，000m？

中ノ原遺跡

所在地　　西臼杵郡高千穂町大字押方

調査期間　平成6年9月27日～平成7年2月17日

調査面積　2，300Iが

調査主体　　宮崎県教育委員会

教育長　　　　田原直廣

教育次長　　　中田　忠

八木　洋

ー1－



調査総括　　　文化課長　　　　江崎富治

課長補佐　　　　田中雅文

庶務係長　　　　高山恵元

専務担当　　　庶務係主査　　宮越　尊

主任主事　　　横山幸子

調査担当　　　主幹兼埋蔵文化財

第1係長　　岩永哲夫

主　査　　谷口武範（調整および調査担当）

主任主事　　戸高真知子（調査担当）

調査員　　　米久田真二（調査担当）

平成7年度の調査

平成6年10月の確認調査によって、多くの縄文後期～晩期の土器、弥生土器、石器、管玉等を出土し、

比較的良好な状態で遺跡が残存していることが予想された。また、この調査によって、集落が丘陵部だ

けでなく、水の流れや防御に不利な谷部においても、遺跡が存在することが確認され、今後の遺跡の立

地を考えるうえで貴重なものとなった。

南平第3遺跡

所在地　　西臼杵郡高千穂町大字押方

調査期間　平成7年4月26日～平成7年11月2日

調査面積1，280Iが

調査主体　　宮崎県教育委員会

教育長　　　　　田原直廣

教育次長　　　　中田　忠

八木　洋

調査総括　　　文化課長　　　　江崎富治

課長補佐　　　　田中雅文

主幹兼庶務係長　高山恵元

専務担当　　庶務係主査　　　宮越　尊

主任主事　　　　横山幸子

調整担当　　埋蔵文化財第1係　　主　査　　菅付和樹

調査担当　　主幹兼埋蔵文化財

第2係長　　　　岩永哲夫

主　事　　　　　松林豊樹

調査員　　　　　米久田真二
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平成8年度の調査

平成7年11月に下記の2遺跡の試掘調査後、周辺の土地買収関係が完了したので、平成8年度に南

平第4遺跡と神殿遺跡C地区の調査を実施した。この調査で昭和63年から行ってきた高千穂バイパス

関連のすべての調査を終了することとなった。

南平第4遺跡

所在地　　西臼杵郡高千穂町大字押方

調査期間　平成8年4月22日～平成8年6月11日

調査面積　500Iが

神殿遺跡C地区

所在地　　西臼杵郡高千穂町大字三田井

調査期間　平成8年6月5日～平成8年11月8日

調査面積1，000m？

調査主体　　宮崎県教育委員会

教育長　　　　田原直廣

教育次長　　　中田　忠

八木　洋

調査総括　　文化課長　　　　江崎富治

庶務係長　　　　　高山恵元

埋蔵文化財係長　　面高哲郎

主　査　　　　　菅付和樹（調整担当）

調査・整理

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　藤本健一

副所長兼調査

第1係長

庶務係長

主任主事

主任主事

調査第2係長

主　査

調査員

岩永哲夫

三石泰博

吉田秀子

磯貝政伸

北郷泰道

谷口武範（調整及び調査担当）

米久田真二（調査担当）

平成9・10年度の調査

平成9年度は4遺跡分の遺物整理、平成10年度は遺物整理および報告書作成を実施した。
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調査主体　　宮崎県教育委員会

教育長 田原直廣

教育次長　　　　　中田　忠

八木　洋

調査総括　　　文化課長　　　　　江崎富治

庶務係長　　　　　高山恵元

埋蔵文化財係長　　北郷泰道

調整担当　　　　主　査　　柳田宏一

報告書担当　　　主　事　　松林豊樹

整理

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　藤本健一（平成9年度）

田中　守（平成10年度）

副所長兼調査

第2係長　　　岩永哲夫（平成9年度）

庶務係長　　　三石泰博（平成9年度）

児玉和昭（平成10年度）

主任主事　　　吉田秀子

主任主事　　　磯貝政伸

調査第1係主任主事　戸高真知子

調査第2係長　青山尚友（平成10年度）

主　査　　　　谷口武範（調整及び整理担当）

調査員　　　　米久田真二（平成9年度）

調査指導および協力者

賀川光夫（別府大学名誉教授）　甲元真之（熊本大学文学部教授）

今津節生（橿原考古学研究所）　緒方俊輔（高千穂町教育委員会）
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後藤宗俊（別府大学文学部教授）

成瀬正和（宮内庁正倉院事務所）
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第Ⅱ章　　遺跡の位置と環境

1．遺跡の位置と周辺の地形

神殿遺跡B・C地区、南平第3遺跡、南平第4遺跡、中ノ原遺跡は、宮崎県の北西端に位置する高千

穂町内にあり、神殿遺跡B・C地区は、その三田井地区の北西端に、その他の遺跡は押方地区の南部に

所在する。

高千穂町は、大分県・熊本県と県境を接しており、北には祖母・傾山系、西には阿蘇外輪山を臨む九

州山地の懐の中にありながら、初めて訪れる人を驚嘆させるほど広大な盆地状の地形が拡がり、周囲に

連なる鋸歯状とも言うべき山稜を持つ急峻な低山地と相まって、独特の景観を呈している。この地形の

特異さを形成しているものは、西臼杵地方の旧河谷を埋没させた更新世の阿蘇火砕流、それによる途轍

もなく厚く膨大な阿蘇洛結凝灰岩を再び浸食した五ヶ瀬川とその大小の支流、川の両岸に屏風様にそそ

り立つ急崖、さらに、阿蘇洛結凝灰岩層の上にあって、いくつもの支流の開折により小丘と斜面地が形

成された台地状の地形、加えて、周囲の低山地の上層の、浸食されずに先鋒状に残ったチャート層、な

どである。

こうした平坦部の少ない地形の中にあって、遺跡の立地には、南に画した緩斜面地を選択している例

が多く見られる。神殿遺跡B・C地区のある三田井地区は、現在も市街地となっているように、町内で

最も居住地に適した緩斜面地が多く、全体的に起伏の少ない地形で、遺跡数も多い。

この三田井地区と、南平第3遺跡・南平第4遺跡・中ノ原遺跡が所在する押方地区、そして尾谷地区

を合わせた三地区は、いずれも五ヶ瀬川の北岸に形成された比較的広い台地状の地形で、緩斜面地に恵

まれており、遺跡の分布の中心となっている。

2．遺跡の立地と歴史的環境

神殿遺跡B地区は、丘陵に挟まれた谷部に立地し、東側にA地区（1）と接している。これらの地区は、

縄文～弥生時代の散布地として周知の「高千穂高校遺跡」と一体の遺跡である。調査以前に採集されて

いた遺物の中には、工字突帯文を持つ弥生時代後期の嚢が含まれている。A地区は、B地区と同時に調

査されており、谷部のI区では弥生時代終末～古墳時代初頭の住居1軒など、その東側丘陵の南東斜面
ノ

のⅡ区では弥生時代後期～終末の住居6軒と奈良時代の住居2軒が検出された。出土遺物は、縄文時代

晩期・弥生時代中期～古墳時代初頭の土器・石器、奈良～平安時代の須恵器・土師器・製塩土器・鉄器、

近世の陶磁器などがある。

B地区のすぐ西側の比較的急峻な丘稜上には、中世の山城である「淡路城跡」が立地しているが、神

殿遺跡C地区は、これと同じ丘陵の南側斜面に位置している。淡路城は三田井氏累代の居城で、この地

は現在でも「城山」と呼ばれ、付近には、城との関連を思わせる「一視子（いちのほうり）」という地

名も残っている。また、近世に関しては、神殿遺跡A地区Ⅱ区の東側隣接地にある高千穂高校プール敷

地内において、建設工事中、この地に伝わる鬼神「鬼八」の伝承に基づいた「鬼八塚」の供養碑（享保

年間建立）が発見されている。

神殿遺跡の南側丘陵上には、古代より高千穂地方の政治あるいは祭事の中心として鎮座してきた「高

千穂神社」があることからも、それに由来するであろう「神殿」地名を持つこの一帯は、古代から近世



1　神殿遺跡A・B地区
2　神殿遺跡C地区
3　南平第4遺跡
4　南平第3遺跡
5　中ノ原遺跡
6　押方神社周辺遺跡

7　セベット遺跡
8　城ノ平遺跡
9　宮ノ前第2遺跡
10　陣内遺跡
11吾平原第2遺跡
12　梅木原遺跡

13　岩戸五ケ村遺跡
14　薄糸平遺跡
15　押方横穴墓群
16　塩市横穴墓群
17　成木横穴墓群
18　池ノ川横穴墓群

第1図　遺跡位置図

ー7一

19　吾平横穴墓群　　　▲…横穴墓
20　陣内横穴墓
21車迫横穴墓群
22　吾平原横穴墓群

ゼ



にかけて、人々の関心と行動の痕跡を多く残す地であろうと思われる。

南平第3遺跡・中ノ原遺跡は、押方神社周辺遺跡（2）などの周知の縄文～弥生時代の遺跡が分布する丘

陵地帯の南側斜面に立地し、谷を隔てて約400m東西に離れた位置にある。南平第3遺跡の北側には

古墳時代の押方横穴墓群が分布している。南平第4遺跡は、第3遺跡の南東約300mの比較的高い丘

陵の先端部に位置している。

高千穂町内における古墳時代までの歴史的動向を概観すると、まず、最も古い時代の遺物は、旧石器

時代のナイフ形石器1点で、神殿遺跡の約600m北に位置する宮ノ前第2遺跡（3）で出土している。続

く縄文時代には、草創期の石槍が岩戸五ケ村遺跡第二次調査（4）で出土しているのを始め、早期の遺跡に

は薄糸平（5）・岩戸五ケ村（6）などの遺跡が確認されている。前期・中期は空白期に近く、後晩期になると

遺跡数は一挙に増大する。代表的な陣内遺跡（7）では、西平式・三万田式・御領式などの土器・石器類と

ともに、県内でも希少な石棒・石刀・土偶など呪術的な遺物も見られ、この時期の人口や生活範囲の拡

大、文化的な充実がうかがえる。しかし、住居跡等の遺構は、唯一セベット遺跡（8）において晩期前半の

円形の竪穴住居跡が1軒発見されているのみである。晩期末から弥生時代にかけての時期の遺物は、セ

ベット遺跡で刻目のある突帯文土器が出土している。本書で報告する南平第4遺跡は早期の、南平第3

遺跡・中ノ原遺跡・神殿遺跡は、後晩期の遺跡に新たに加わる資料となった。弥生時代に入っても前期

の遺物は未発見で、中期になって、北部九州に見られる須玖式土器や下城式土器・黒髪式土器などが押

方神社周辺遺跡C地点（9）・薄糸平遺跡・吾平原第2遺跡（10）などでわずかに出土するのみであったが、報

告する南平第3遺跡は、押方神社周辺遺跡の南東側約700mの同一丘陵の斜面にあり、初めて中期の

集落が発見されている。後期から終末にかけての時期になると遺物・遺構とも増加し、土器には、大分

県大野川流域に特徴的な工字突帯文嚢や、熊本県を中心分布する免田式土器など交流範囲の広さを示す

ものが多く見られる。小規模ながら集落も各所で形成され、岩戸五ケ村遺跡、梅木原遺跡（11）、神殿遺跡

A地区（6軒）、宮ノ前第2遺跡（7軒）で住居が調査されている。これらに、今回の南平第3遺跡や

神殿遺跡B地区（～古墳時代初頭）の調査例もこれに加わる。古墳時代は、墳墓以外の集落や散布地に

ついては、宮ノ前第2遺跡で8軒の竪穴住居群が調査された以外、これまであまり知られていなかったが、

神殿遺跡C地区では住居3軒が発見され、同B地区では若干の遺物が出土している。古墳には、少数の

円墳・箱式石棺も見られるが、最も盛行したのは横穴墓で、三田井地区北部を中心に、押方地区や五ヶ

瀬川支流の岩戸川流域にも分布している。

註

（1）「広木野遺跡・神殿遺跡A地区」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書　第7集』宮崎県埋蔵文化財センター
1997年

（2）沢　皇臣「宮崎県西臼杵郡高千穂町押方神社周辺の遺跡」『九州考古学』45号　九州考古学会1972年

（3）「吾平原第2遺跡・宮ノ前第2遺跡・城ノ平遺跡」『国道218号線高千穂倍バイパス建設関係発掘調査報告書』
宮崎県教育委員会　1993年

（4）岩戸五ケ村遺跡第一次調査（1992年）調査区の近接地において、高千穂町教育委員会が1998年に発掘調査を実施した。
（5）「薄糸平遺跡」『国鉄高千穂線建設埋蔵文化財発掘調査報告書』高千穂町教育委員会1978年
（6）岩戸五ケ村遺跡第一次調査。1992年、高千穂町教育委員会が発掘調査を実施した。
戸高真知子「岩戸五ケ村遺跡の調査」『宮崎考古学会第27回発表要旨』宮崎考古学会1993年
（7）「陣内遺跡」『日向遺跡総合調査報告　第2輯』宮崎県教育委員会1962年
「陣内第2遺跡」『埋蔵文化財調査報告I』宮崎県総合博物館1987年

（8）「セベット遺跡」『高千穂町文化財調査報告書　第3集』高千穂町教育委員会1984年
（9）（2）に同じ。
（1（カ（3）に同じ。

仙「梅ノ木原遺跡」『高千穂町文化財調査報告書　第4集』　高千穂町教育委員会1985年
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神殿遺跡B・C地区



第Ⅱ章　神殿遺跡B・C地区の調査

1　神殿遺跡B地区の調査

第1節　遺跡の立地（第1・2図）

神殿遺跡は、南西に延びる比較的急峻な丘陵（以下、西側丘陵）と南南西に延びる丘陵（以下、東側

丘陵）に位置する。これまでのA・B・C地区の調査によって、二丘陵およびその谷部の南面する緩斜

面地（標高320～332m）が、弥生時代中期から古墳時代初頭、奈良時代にかけて居住地に選択され

ていたことが確認されている。

ここで報告するB地区は、東西丘陵に挟まれた谷状の比較的緩やかな斜面部分にある。ここでは、調

査原因の異なる「県立高千穂高校第二運動場建設用地」のA地区と調査区を接しており、両地区を合わ

せて「I区」としている。

なお、西側丘陵上には中世の山城「淡路城」跡があり、県文化課と高千穂町教育委員会合同の縄張り

調査によって構造の概要が知られている。すなわち、最頂部を主郭として周囲を削り込み、小口風の段

第1図　神殿遺跡調査対象区域および調査区位置図（1：5000）
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第2図　神殿遺跡調査区周辺地形図（1：1250）
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T2　　　　　T4

T2　　　　T5

＼　＼＼こミ

※等高線は調査面のもの。
328．00m以下の地形は、棚
田造成時に掘削された東
西端の一部を除き、Ⅲb
層上層の原地形に相当す
る。

時期不明（近代？）
の掘り込み

同上内の等高線

（331．00m）

（330．50m）

未掘部分（棚田客土）

／
／

323．50m 324．00m 324．50m

327．50m

SZl（アミ部は焼土）

327．00m

第3図　神殿遺跡A・B地区（I区）遺構分布図（1／300）
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［
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掘下げ範囲



を設けており、丘陵傾斜方向の南西部には段差のある平坦部を造りだして曲輪としている。堀といえる

ほどの深い掘り込みはない。ただし、本格的な発掘調査を経ていないため、現在曲輪としている段差が

確かに当初のものか、若干の疑問もあるようである。

ちなみに、この西側丘陵は、地質図によると上位にチャート層があり、事実、丘陵裾部や調査区内で、

石器石材には不適と思われる、やや質の悪いチャート塊が採取されている。この硬いチャート層のため

に丘陵上部は浸食されにくかったため、周囲の丘陵に比してやや高く急峻な、まさに山城の立地に最適

な景観を呈している。

B地区の調査は、東に隣接するA地区の調査と並行して実施している。A地区では、「I区」の東南

部と、東側丘陵南側斜面の最も包含層の残存度が高い部分を調査区とした「Ⅱ区」において、縄文時代

晩期から古代にかけての遺構や遺物が検出されている。調査原因が異なる両地区の調査結果については

個別に報告せざるを得ないが、遺跡としては一体のものである。そのため、神殿遺跡の全容を把握する

には、B地区のみならず、次節で報告する西側丘陵南端斜面地のC地区およびA地区※それぞれの調査

結果を合わせて検討すべきことを記しておく。

※　報告書刊行済み。

「神殿遺跡A地区」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書　第7集』、宮崎県埋蔵文化財センター　1997年

第2節　調査の概要

調査区の設定と調査の経過

調査は、まず試掘調査の結果をもとに、調査対象区城のうち東西丘陵間の谷部の、遺構存在の可能性

が最も高い「遺物を比較的多く包含するとともに原地形の最も緩やかな範囲」を優先的に選んで調査区

0

』ⅡⅠ→rT［⊥－－「二二∃m

I　客土（水田床土）
Ⅱ　黒褐色土（旧表土）
縄文晩期～近代の遺物が出土。

Ⅲ　灰黄褐色土
炭化物小粒や黄色土細粒（Ⅳ層起源か）
を全体に含む。やや軟。斜面表層土の移動に
より除々に堆積した層。縄文時代後・晩期～
古代の遺物包含層。
Ⅲは、ここではさらに以下の3層に分けられ
る。

Ⅲa…やや橙色味のある層で、古墳時代以降の
遺物を含む。

Ⅲb…上記Ⅲと所見は同じ。
Ⅲaとの境界部の最上層ではⅢaと同じ
く古墳時代以降の遺物を含む。縄文後・
晩期～弥生時代の遺物はこの層の特に上
半部において散見されるが、一定時期の

生活面が想定できるような包含状
況は確認できなかった。

ⅢC…ⅢbとⅣとの漸移的な層。Ⅳの細
～小ブロックが少量含まれる。

Ⅳ　明黄褐色土　均一な層ではない。
基層をなす明黄褐色土と、それが
土壌化したとみられる褐色土との量
的な比率や、明黄褐色の状態（粒状
～ブロック状～層状）の違いにより

各所で所見が異なる。この明黄褐色
土は、アカホヤ火山灰の二次堆積物
と推察される。場所によっては、そ
の源初的な状態と思われる「明るい
黄色土」のブロックが散在あるいは
集中堆積した状況が観察される。
T2の斜面上位上層では、褐色土の
比率が多く暗色である。

第4図　神殿遺跡B地区トレンチT2土層断面実測図（1／40）
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「I区」を設定し、その調査結果の如何によって調査区の拡張を検討することにした。この「I区」

は先述のとおり調査原因によりA・B両地区に分割されているが、調査は同時併行のため、B地区の調

査の経過については、I区全体について報告する。

谷部以外の、同じく調査対象区城の西側丘陵東側斜面については、調査開始時に踏査して「淡路城」

関連の遺構存在の可能性について検討した。その結果、人為的に改変されたと見られる箇所は確認され

第1表　神殿遺跡I区　検出遺構・遺物（太字遺構はB地区。斜体字遺物はA地区で報告済みのもの）

時

代

時

期
出土 位 置

出土 遺物 （破片の旨記ないものの数値は個体数相当の破片数、またはコンテナ （容量 約12 l、単位㊤）数

1 土 器 、陶 器 ・磁 器 （中世 ～） 1 石 器 、鉄 器

縄

文

毎
期
～
包 ！含　 層

（Ⅲb ～

土器 ：6 （D 石器 ：3．5 （9
精製浅鉢 30＋2 ① （胴部片主体） 石鉄12 、石鉄未製品1 、尖頭状石
豊 漂鉢 6 ト 2 ㊤ （胴部片主体） 器2 、石錐 2 、スクレーパー10 、

挟入石器1 、楔形石器 ？1、石匙 1
？ 組織痕土器3 剥片石器未製品4 、二次加工剥片6
　　）

晩

突帯文土器 （刻目無し）7 剥片　 約 60
突帯文土器 （刻目有り） 19 石核 （チャート13 、黒曜石 1

Ⅲ a層） 器種不明の土器8 チャート原石2
期 丹塗り磨研土器小片 （弥生？）約30 打製石斧？、扇平打製石斧3 、
～
末

その他

円板 1 （土器片利用）

扇平打製石斧未製品？1 、
磨製石斧1
未細分の剥片類1① （弥生以降の遣構内出土）

弥

生

中
期
～
終
末

包　 含　 層

（Ⅲb ～
Ⅲ a層）

土器 ：5 （9 石器 ：磨製石包丁 （未製品）片1
戯 媒　 質髪オ ・中易　 者2 磨製石鉄 1、磨製石斧？片 1
歪慧莞碧 患 （謡 は嚢）小片4 「 5 ① 磨石 1

小型扁平打製石斧 1
（石包丁未製品？）

鉄器 ：甜 J

終
末

S　 A l

（竪穴住居）

土器 ：2．5（り
粗製嚢3 （うち 1 はほぼ完形）、粗製嚢片1 ①
叩き調整案2＋α、壷 （パケ目）4

石器 ：打製石包丁 ？1

S　 A　 2

（竪穴住居）

土器 ：7（り 石器 ：虜的 r l 、磨好石斧 1

～‘ 雌 碧〃 、〝きノ牙磐碧2

1好倉臓 ∫　慶 ∫　顔J

磨好 J

古墳
初頭

エフ　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　ヽ　　一高堺2 、ミニチュア土器2 扇平打製石斧2
ガ塗ク財 修 身 アノノ、丹塗ク劇身穿酢 土器ノ
（上記報告分以外に、粗製棄片3 （D ほか、
上記器種の破片2①有り）

（混入の縄文遺物？）

鉄器 ：廟切付

古

墳

奈
良
～

布留式系？の小型壷？片3 （包含層中にも破片約10有り） 腰桝 グ2

包　 含　 層 土師器 ：丹塗り杯蓋1 、壷 2 鉄器 ：鉄鉄2
（Ⅲa 層） 須恵器 ：杯蓋 1、杯身 1、過 1 、壷 1、嚢 鉄鉄茎部？1

S　 C l 土師器 ：裏口縁 1
（土境） （土坑の年代 ：古墳～平安時代の範囲）

包　 含　 層 土師器 ：杯蓋 1、杯底部 ？1、高台付杯 1 、嚢
須恵器 ：杯蓋2 、杯身 3 、高台付杯3 、壷 5 、賓

平
安 （Ⅲa 層）

布痕土器片 1
輸入陶磁 ：岡安窯系青磁　 碗片 1 （12 世紀）

中

世

近

世

包　 含　 層 輸入磁器 ：龍泉窯系青磁　 碗片1 （14 世紀前半）
（Ⅱ層） 窯不明の青磁片2

S C 2 ～ 5 S C 4 より須恵器？片1
ヽ（土坑） （土坑の年代 ：中世～近世の範囲内）

包　 含　 層

（Ⅱ層）

芸芸 ：蓋整蓋整 髪≡レ芸テ竿去姦藁冨竿その可 ． 1①

宝冠憎 器㌣去 1 、その他　　 i

不

明

弥生

？

S　 A　 3
（竪穴）

粗製嚢 （土師器の可能性も。）、弥生壷片1、ほか全部で 1① 石器 ：滑石製器種不明磨製石器1
板状磨製石器 （石版？）1

鉄器 ：板状鉄片 1、塊状 1、棒状 1
鋳鉄？板状小片1
（上記は弥生未～古墳の可能性も
あり）

釘？1、短刀状 1 、楔状 1

S Z l ～ 3

（竪穴？）

S Z l …土器片 0．5任）
S Z 2 ・S Z 3 …弥生粗製嚢4 、壷？1、ほか土器片1∈）
（遺構の年代は、弥生～古墳の範囲内）

包　 含　 層 無粕陶器 （妬器） ：嚢（波状文様入） 1
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ず、地形が急斜面のうえ、斜面裾部では阿蘇熔結凝灰岩が露出するなど堆積土層の状態が悪いため、遺

構存在の可能性は低く、掘り下げ調査も困難と判断し、発掘調査区からは除外した。

さらに、I区上部の棚田二面についても包含層の状態と遺構検出の可能性の有無を調べるため、棚田

段差と垂直な方向に2本のトレンチを重機で掘削して断面を観察したが、原地形が極めて急斜面で土層

の堆積状況が悪く、包含層や遺構も確認できなかったので、この地点については調査を行わないことに

した。対する調査区より下部の斜面地については、試掘時に少量ながら遺物が出土したものの、すでに

I区調査区内においても、徐々に傾斜が急になる下半部には特筆すべき遺構や遺物の量が少ないと判明

していたため、さらに下に向かって急斜面になる原地形と遺構検出の可能性、除去する膨大な土量と作

業量などを考慮して、下方への調査区の延長は断念した。

基本層序と調査の経過

I区の基本層序は第4図・第9図・図版1を参照されたい。

I区の調査開始にあたっては、水田床土を重機で除去した後、まず随所に土層確認のトレンチを設定

して土層の堆積状態を確認し、調査面の設定を行なった。

I区の遺構検出面は、概ねⅢa層下～Ⅲb層上層であるが、SAlとSA2（A地区）のある北東部

の2両の棚田下の遺構検出面は、削平によりⅣ層が露出あるいは失われている箇所が多い。

縄文時代の遺物包含層（Ⅲb層）は、生活面に相当するような単一時期の文化層が形成されておらず、

さらに、包含される遺物も、時間の経過とともに本来の位置を離れ、斜面上を流動して堆積したもので

あるため、縄文時代の本遺跡の内容を知る上で、遺物の出土地点や出土量の綿密な情報は必ずしも重要

ではないとみなし、調査区内の包含層全面の掘り下げは行っていない。結果として、縄文時代の遺物は、

遺構検出面までの掘り下げ土、トレンチ内や遺構の埋土中などから出土したものが中心となっている。

包含層の内容は、遺物の時代から晩期を中心としたものであるが、この他、アカホヤ火山灰を含むとみ

られるⅣ層以下の「早期・草創期の遺物包含層の有無」については、Ⅳ層以下をかなり深く掘り下げて

いるSAl・SA2の壁面の土層に遺物が発見されなかったのをはじめ、それら遺構の埋土はもちろん、

遺跡全体の掘り下げ土を見ても、早期・草創期と断定できる遺物が1点も出土していないことから、「包

含層は無い」と判断した。ただし、石器については、出土石器中に早期のものが混入している可能性が

あるが、形態・石材等の属性に早期特有のものを認めがたいので、抽出は困難である。

なお、調査期間中、8月2日には高千穂高校の社会科の授業として、また、9月10日には一般住民を

対象に、現地説明会を行なっている。

検出された遺構と遺物

神殿遺跡B地区で検出された遺構は第1表のとおりで、弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての住

居1軒（SAl）、古代以前と推定される土坑1基（SCl）、中世以降とみられる時期の限定できな

い土坑4基（SC2～5）がある。

この他、調査区南部でビット数基が検出されたが、性格は不明である。また、SAlの北側には、地

形傾斜に直交する方向にのびる段差と平坦面が検出された（第3・9図、図版1左下）。この掘り込み

の時期は不明だが、棚田の大規模な造成直前、すなわち近代の遺構の可能性が高い。

神殿遺跡で出土した遺物の時代と内容については第1表のとおりで、縄文時代後晩期から近世にかけ

てのものが出土した。淡路城に関連する可能性のあるものとしては、龍泉窯系の輸入青磁1点があるの
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みである。A地区の報告書中で、B地区出土の鉄鉄2点を中世のものとして報告したが、再検討の結果、

時期判定が困難なため、ここでは古墳時代から古代に至る時期のものとして扱い、報告は歴史時代の項

で行う。

出土した土器は、全体に細かい破片状態のものが多く、時代や器種を細分Lがたい。とくに、縄文後

晩期の粗製土器・弥生時代の嚢・奈良時代の土師器厚手嚢の三者は胎土が近似していることから、調整

や器形が明らかでない類似土器片については時期判定に迷うものも多く、厳密な時期分類はできない。

第3節　縄文時代の遺物

縄文時代の遺物は、包含層（Ⅲb層）中より土器と石器が出土している。

土器（第5～8図、図版4～6）

土器は、晩期後半から終末にかけてのものを主体としており、精製の浅鉢、深鉢、突帯文土器、組織

痕土器などの容器類の他、土器片を加工した円板が1点（第8図80）出土している。

ただし、小破片のものや、器面が風化しているものが多いため、図化可能な点数が限られるとともに、個々

の器形の推定復元や器種の判定にも困難なものがある。ここでは、以下、主に口縁部をもとに大まかに

分類したが、先のような理由で不確定な面もあることを断っておく。土器1点ごとの所見については土

器観察表（第2表～）を参照されたい。

a．精製浅鉢（第5・6図　1～30）

1～18は、屈曲する胴部・外反する頚部・屈曲して上方に延びる短い口縁部を持つ形態である。

13の内外面と14外面には赤色顔料が付着しており、県工業試験場に依頼した分析結果から顔料

はベンガラと判明している。21～26は、内傾する口縁部または外傾し端部が外反する口縁部

や胴部との境界に屈曲部をもつ精製の土器で、口縁部上方や屈曲部直上に沈線が施されている点

が共通している。これらは、胎土や色調も非常に近似している。

b．粗製浅鉢（第6図　31～37）

精製浅鉢と異なり、粗い胎土・調整の浅鉢と思われるもの。31～34は、水平位に平行する

沈線が数条入る。35は条痕調整の内湾しつつ外傾する口縁部で、下端には体部と境をなす　屈

曲部がある。36は、ミガキに近いへラナデを粗雑に内外面に施している。37は小型のボウル

状の鉢の口縁と考えてここに分類したが、小型深鉢の可能性もある。

C．探鉢（第6図　30、38～40、第7図　44）

口縁部のみで器形がはっきりしないが、傾きや推定口径から深鉢とした。30のみ内外とも丁

寧なナデ調整で、精製土器に近い感がある。38・39は粗い胎土・調整。40は外面に水平位2

条と斜位1条の沈線文があるが、破片のため文様の全容は不明である。

d．刻みのない突帯文土器（第7図　44～47、50～53）

刻み目のない突帯を口縁部外面上方または口唇部直下に貼り付けた深鉢形土器。口縁部や突帯

の大きさ・断面形は、各々異なっている。

e．刻み目突帯文（第7図54～71）

日録部外面の口唇下や胴部の屈曲部に貼り付けた突帯に刻み目や連続刺突文を施文した土器。

59～62のように、突帯を付けずに直接施文しているものもあるが、同じ様相を持つためここ

－15－



舞茸一軍季

竺－赤色顔料

薗＝謬
5

±≡童喜≡ヨ
一・一－－

ヽrl

≡室≒妄≡三戸‾‾二二　一一

第5図　神殿遺跡B地区出土縄文時代の土器（1）
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第8図　神殿遺跡B地区出土縄文時代の土器（4）

に含める。深鉢形の器形が中心だが、68・70は壷形、71は鉢形とみられる。小型器種の55

～57の口唇部には連続した浅い窪みが観察されるが、これが刻み目か欠損によるものかの判別

は微小なため難しい（図版5）。65は丹塗り。68内面には赤色顔料の付着があるが、分析によ

りベンガラと判明している。

f・組織痕土器（第6図　41～43）41・43は底部に、42は胴部下位に簾状の組織痕がみられる。

g．その他（第8図　72～79）

器種の不明なもの、特殊なものは「その他」として一括した。78・79は、沈線による文様

が施された器種不明の土器である。また、図化できなかったが、器種不明の丹塗磨研土器の小片

も出土している。

石器（図版6）

縄文時代の石器は、石鉄、スクレーパー、石匙、石核（チャート黒曜石）、剥片、二次加工のある

剥片、チャート原石、扁平打製石斧、磨製石斧、磨製石器片などが出土しているが、紙面等の都合上、

実測図は掲載していない。

第4節　弥生～古墳時代の遺構と遺物

この時期の遺構は、竪穴住居跡1軒（SAl）が検出されている。

この他、SAl南部隅でSAlを切る土坑SCl（第12図、第6節時期不明の遺構の項参照）につ

－19－



いても、古墳時代の範囲に入る可能性がある。

弥生～古墳時代の遺物は、上記遺構内および包含層より弥生土器・石器・土師器・須恵器が出土して

いる。土器類は、小破片で器種や器形がわかりにくく、時期が特定できないものが多い。

竪穴式住居跡　SAl（第9～11図）

SAlは、I区北東部に位置し、ほぼ同時期とみられるSA2（A地区）と隣接する。この位置は、

Ⅴ字形につながる東西丘陵の分岐点の下で、丘陵からの堆積土により谷部が埋まり、上部からの傾斜が

緩やかになり始める部分に当たる。

住居の規模および構造はSA2と類似しており、平面形はほぼ正方形で、柱は4本である。規模は、

主軸長（東北東～西南西方向5．84mX最大幅5．92m、深さ1．19m（北東隅）を測る。

床面中央東寄りには、炭化材片と焼土が集中して検出された不整円形の掘り込みがあるが、焼土は粒

状～小塊状のものが多く混じるという程度で、しかも、焼土の混じる土は、床面上約10cmの位置まで

拡散している状態であった。このような状況の中、継続使用する「炉」と直接結びつけられるような火

熱を受けた「焼土面」は確認されなかった。

また、住居廃棄後の遺構埋没中途段階での焼土粒集積面が数箇所、住居北東端部の埋土②（第10図）

の上面から埋土（∋下層にかけて観察された。

トレンチ断面では、貼床土のア～カが確認されたが、貼り土前の掘り込みの検出作業ができなかった

ので、貼り床が地形の傾斜に沿うものか全面に及ぶものかは確認できなかった。

遺物は、床面直上で出土したものは、89の襲底部と土器小片があるのみであった。埋土中からは、

粗製嚢（88）と、石包丁とみられる打製石器1点（97）の他、叩き調整の聾片（81・82）、パケ調

整の壷片（83～85）、粗製嚢片などが出土した。86の粗製の土器片も埋土中出土であるが、器形に

類例が無く、また、調整や胎土に縄文時代の土器の可能性を否定できない様相があることから、ここでは、

積極的にSAlに伴う遺物とすることができない。

88の粗製賓は、第10図に示したように、住居廃棄後、間もなく流入・堆積した埋土（彰の上方北東

側から廃棄されたものである。これと、A地区SA2内出土の底部（A地区報告書第15図16）が接

合したことから、同一個体の上半部のをSAl内に、底部をSA2内に廃棄したことが明らかになった。

遺物の接合状況・埋土の堆積状況から、住居は短期間のうちに埋没したと推察され、埋土中の遺物も

SA2と大差ない時期のものであろう。

弥生時代から古墳時代の遺物は、先述のSAl内出土遺物の他、SCl内、SC5上層、Ⅲb層およ

びこれより上位の層から出土している。包含層出土の土器中、弥生時代と断定できるものは少ない。弥

生土器の可能性のあるものとして、91の嚢口緑、92の壷口縁、93の壷、94の口唇部に刻み目のあ

る壷口緑があるが、91～93は古墳時代の可能性もある。特に92は、弥生時代の土器には通常見られ

ないほど薄い作りで、古墳時代の布留式土器を連想させる。90は、SC5の遺構範囲内の検出面より

上層から出土した土器であるが、やや縄文土器的な趣を持つものの、口唇部形態や調整、粗製賓に類似

する胎土に弥生土器の可能性をより強く認め、ここに掲載した。

弥生時代の石器には、磨製石鉄（96）、磨製石包丁片と思われるもの（95）、97と類似形の板状石

器片で、表裏を研磨したもの1点などがある。95は、緑灰色の頁岩製。図の上方が刃部で穿孔がある。

現存長4．2cm、現存幅3。3cm、最大厚0．4cmである。96は、濃緑灰色の頁岩製で、基部の片側と先端
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部を欠く。現存長3．7cm、現存幅1．3cm、最大厚0．35cmである。

古墳時代の遺物として報告できるものには、土師器と須恵器がある。土師器は、99の丹塗りの須恵

器模倣の杯1点のみである。内外面とノも丁寧にヘラ磨きされている。蓋として掲載したが、杯身の可能

性もある。須恵器には、102の杯蓋、103の杯身、104の址口縁部があり、時期については、103は

法量の小ささと受け部の丸さから6世紀末に、104は形状と文様から5世紀後半と推定される。また、

113は下半に叩き調整のある小型球形の胴部で、接合しない2片を図上で復元しているが、胎土の近

似や大きさから104と同一個体の可能性が高い。この他、古墳時代の可能性のあるものとして、115・

117、嚢119～132、さらに鉄器139～141があげられるが、時期が確定できないため、これらは次

の「歴史時代」の項で報告する。

第5節　歴史時代の遺構と遺物

歴史時代の遺構には土坑があり、小型円形のSC2・SC5、円形のSC3・SC4の合計4基が検

出されたが（第12図）、時期を確定できるものはない。しかし、いずれもⅢ層上面で検出し、埋土が

Ⅱ層を基にしていることから、中世以降であろう。規模は、SC2の長さ0．80×幅0．77×深さ0．23（m）、

同様に、SC3は1．32×1．26×0．37、S C4は1．21×1．14×0．51、S C5は0．73×

0．68×0．24である。

土坑には、この他前節でふれたSClがあるが、埋土にⅢ層が全く含まれないことから、古代の遺構

として歴史時代にまで下る可能性がある。

歴史時代の遺物は、Ⅲb層上層より上位で出土しているが、中世以降の陶磁器類などの遺物はⅡ層（旧

表土）およびI層（耕作土・現表土）から出土している。遺物の内容は、土師器、布痕土器、須恵器、

陶磁器、鉄器であり、遺物の時期は、A地区Ⅲ区と同様、奈良時代（8世紀代）を中心とするものが多

く見られる。

当初期待されていた中世の「淡路城跡」に関連する遺構は残念ながら検出できなかったが、当該時期

の遺物として、龍泉窯系の青磁1点のみ（第14図142）を得ることができた。A地区報告時に中世の

遺物として報告した鉄鉄2点（140・141）は、その後の形態等の検討から、時期は中世には至らない

とみられる。

以下、挿図（第13・14図）に沿い、遺物の種類・時期ごとに出土遺物について述べる。

土師器は、図化した杯蓋（100）・高台付杯（101）の他、嚢と見られる内面に削り痕のある胴部片も

若干出土している。100は、手持ちによるへラ削り調整で、器形全体が不明だが、8世紀前半代もしく

は7世紀代まで遡るものと思われる。101の時期は、高台の位置や形状から8世紀前半であろう。

須恵器は、杯蓋（105・106）、杯身（107～109）、高台付杯（110～112）、壷（117・118）、

嚢（119～134）が出土している。杯蓋は、やや丸みを帯びた三角形の口緑端部形状から8世紀後半～末、

高台付杯も、高台の残る2点については、その形状から杯蓋とほぼ同一時期と思われる。壷118は、8

世紀代の高台が付くタイプであろう。117は小型の壷の肩部であるが、小片のため器形が不明で、古墳

時代の遣物の可能性もある。これらの他、壷の可能性があるものとして、114の口縁部、115の肩部、

116底部があるが、いずれも全体像がつかみにくく、114は摘みの付く蓋、115は丸底の壷底部、116

は高杯杯部、などといった別の器種も想定される。報告者の関連資料の調査不足を反省するとともに、
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第9図　神殿遺跡B地区SAIおよび周辺の土層断面実測図（1／50）
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⑳　暗黄褐色。やや赤味があり、Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ層の小塊（2～5mm）合も・水分比較的多く含み、軟0
⑪　灰黄褐色土（10YR4！2，Ⅲ層？）にⅣ層ブロック（8m～2・5cm大）含む0やや軟。
⑫　にぷい黄褐色（10YR4／3）灰黄褐色土にⅣ層粒を全体に含む。やや軟。
⑬　Ⅴ層にⅣ層粒～小塊ト3m）混じる。やや軟。
⑭　⑬と同じ内容だが、よりⅣ層の割合多い。軟0
※　⑫～⑭部分は、床の範囲外・壁側の部分で、①③⑳とは異なった埋土の形成をしており、しかも軟
質である。単に壁面の土が崩落し堆積したのではなく、住居の壁体の存在とその腐朽に伴い埋没したと
考えられる。

329．000m

⑮　暗黄褐色土（①と同質）に次のものを含む。
ァヵホヤ粒～小塊（Ⅳ・Ⅳ′層。2mm大を全体に。5mm～1cm程度も少量）、Ⅴ層小塊少量（Va層？黒
味臥硬、小白斑含む。3～5皿種皮。稀に長径1・5cm程度のものも有り）、Ⅵ層か？と思われる白っ
ぽい黄褐色土粒少量（2mm以下）。

⑮′　⑮に焼土粒～小塊（1～3m大、1cm前後）を多量に含む0
⑯　基本的には⑮層。灰黄褐色。炭化物粒を多く含み、色調は黒色味が強い0

第10図　神殿遺跡B地区SAl実測図および土層断面図（1／50）
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95～98…石器

誓「二

－1
く＝＝＞

81～94…土器

ー　　　　　97

二⊂＝二二二二二三＝ゝ

10cm　※98は時期・器種不明の石器

第11図　神殿遺跡B地区出土弥生～古墳時代および時期不明の遺物実測図
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SC4埋土

a黒褐色（標準土色帳色票番号7．5YR3／2）硬。
明褐色土粒（7．5YR5／6，2m皿前後）と灰白色岩粒（1cm前後）
をごく少量含む。

b黒褐色（7．5YR3／2）やや硬。
明褐色土粒、小塊（1mm～1cm）を少量含む。灰白色岩粒（5
mm前後）と炭化物粒（2mm～1cm）をごく少量含む。

A－A，の土層断面図は
第9図を参照。

0　　　　　　　　1　　　　　　　　2m

∵二千千＿－一丁

1盲＝「

詔

326．600m

326．600m

こ「三フ≡＝

C　黒褐色（7．5YR3／2）　やや軟。
明褐色土粒～小塊（1mm～1cm）を多量に含む。同じく明褐色
土のブロック（2～4cm）を少量、灰白色岩粒（5mm～1cm）
をごく少量含む。

d　黒褐色（7．5YR3／2）　やや軟。
明褐色土の粒～小塊（1mm～1cm）・ブロック（2、4cm）を
非常に多量に含む。灰白色岩粧（5m～1cm）をごく少量含む。

※　C・dは、一度に埋め戻した土か。

第12図　神殿遺跡B地区土坑　SCl～5実測図（1／40）
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類例を待ちたい。

賓は、出土須恵器中の破片数が最多であるが、調整や器形に古墳時代との著しい差異が認められない

ため、ここでは一括して報告する。口縁部は図示した2点のみであるが、類例を探し出せず、時期の特

定はできなかった。胴部片は、外面に平行叩きを施したものが多く、そのほとんどは、木目と直行する

平行線を彫り込んだ叩き板を使用している。また、内面は、同心円の当て具痕を残すものと、ナデ消し

ているものがある。133・134は、平安時代の賓に特徴的な粗大な格子目の叩きを施している。135・

136の赤褐色の嚢片は、外面に叩き痕、内面に当て具痕が残る点など須恵器の系統を引くが、類例が

無く、産地・時期ともに不明である。137はSC4出土の小片で時期不確定だが、古代の須恵質の鉢と

推定される。

138は布痕土器片で、外面に光沢のある灰色付着物がある。

142～144は中国産の青磁である。142は龍泉窯系で14世紀、144は同安窯系で12世紀代の製品

である。143は特定Lがたい。

145～149・151は国産の磁器で、18世紀後半を中心とする肥前系の染付碗・鉢である。磁器には、

152の型作りの人形や153のレンゲもあるが、これらは近代の遺物の可能性がある。

陶器には、150の唐津系の白土象敦の碗の他、図示しなかったものに、18世紀後半の内野山窯（佐

賀県嬉野町）製の皿などがある。

鉄器は3点出土している。139は器種不明で、基部先端は屈曲している。これが本来の形状か事故

によるものかは不明である。140・141は鉄鉄で、140は方頭、141は鉄身頭部の上面が丸みを帯び

た方頭である。140には茎先端部に巻いた繊維が、141には矢柄の木質と樹皮が一部残る。関の形状は、

Ⅹ線撮影を行なっていないためわかりにくいが、鉄身部と茎部の間に鈍角の段差が認められる。計測値は、

139は現存長3．67cm・現存最大幅1．13cm・上端部推定厚0．15cm、140は身の長さ3．95cm・上端

幅推定2．3cm・現存厚0．35cm、茎部最大幅0．50cm、最大厚0．35cm、141は全長11．75cmで、身の

長さ推定5．9cm・上端部幅3．4cm・厚さ鋳化著しく不明、茎部の長さ推定5．0cm・最大幅7．45cm・最

大厚0．52cmである。

第6節　時期不明の遺構と遺物（第12図）

時期が限定できない遺構は、土坑のSClである。形状は隅丸の長方形に近く、最大長2．62m、最

大幅1．42m、最大深0．17mである。SClは、SAlの南隅部を切るが、検出面のレベルから、SA

lの埋土がSCl検出面以上まで堆積した時期以降の掘り込みと考えられる。埋土にⅡ層起源の土が全

く認められないことから、SClの時期は、SAlの時期から、Ⅲ層が堆積する以前の間ということに

なり、古墳時代初頭～古代の範囲内であろう。弥生～古墳時代の土器片が1点のみ（第11図91）出

土している。

時期不明の遺物には、器種不明の石器（第11図98）がある。形態は磨製の石錐に似るが、使用石

材が軟質の滑石であるため、錐の用途は考えにくい。基部は円柱状に丁寧に研磨され、先端部は、おそ

らく鉄製の小刀様の工具で鉛筆を削るように整形されている。これをさらに面取り状に研磨整形した際

の擦痕が最先端部に観察されるが、連続する横方向の強い擦痕はなく、やはり錐としての使用の可能性

は極めて低い。
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第7節　まとめ

神殿遺跡B地区では、調査の結果、縄文時代晩期から近世までの遺物が出土し、遺構は、弥生時代終

末～古墳時代の竪穴式住居跡1軒と、それ以降の時代の土坑5基が検出された。

B地区とともに、隣接するA地区、次項で報告するC地区の状況とを合わせて見ると、神殿遺跡には、

縄文時代後晩期より近世にいたるまで、やや断続的ながら生活の痕跡が認められる。その間、この地を

生活の拠点として小規模ながら集落を形成していたのは、弥生時代後期前半から終末（A地区Ⅲ区　5軒）、

弥生時代終末から古墳時代初頭？（A・B地区I区　2軒）、古墳時代前半期（C地区　3軒）、間が

空いて奈良時代（A地区Ⅲ区　2軒）においてである。中世には、西側丘陵の頂上部に淡路城が造営さ

れたが、調査区内で城に直接関わる遺構は検出されていない。B地区では、中世の遺物として龍泉窯系

青磁が1点のみ出土している。

B地区の調査による成果を見ると、まず、遺構については、検出数が少ない中、弥生時代終末から古

墳時代初頭の住居跡SAlは良好な検出状況で、当該期の山間部斜面地の住居の形態や埋没状況を知る

ことのできる一資料となった。ただし、時期については、SAlに確実に伴う遺物が極めて少ないため、

SA2の時期に準拠させざるを得ない。これは、SAlの住居廃絶後に間もなく堆積した埋土中より出

土した粗製嚢（88）が、近接するSA2（A地区）の埋土中出土のものと接合した事実から、2軒が

ほぼ同時期に廃絶されたことが理解されるからである。この賓片は、双方の住居とも北東側から中央に

落ち込む形で出土し、まとまった部位に接合復元しているが、これは、土砂の流入など自然な原因よりも、

人為的に投入された結果と想像される。これが単なる廃棄行動か、それ以外の意図によるかについては

興味のあるところだが、行為以前の賓の状態が不明なので言及できない。

さて、SAlと同時期のSA2の時期であるが、A地区報告時に、埋土上層出土でSA2には伴わな

い古墳時代の布留式系の土器として捉えていた小型の賓または壷とみられる「外面に細かいパケ調整を

施した、器壁が薄い土器片」約10点（第15図166～169、ほか）が、その後の出土状況の再検討に

よりSA2に伴うと判断できたため、時期判断に微妙に関わることになった。これらは、C地区で出土

した布留式系土器と比較すると、その特徴としての「内面のケズリ調整」や驚異的な「器壁の薄さ」が

認められないうえ、器形の全体像が不明で、胎土は精製されてはいるものの際だって異質というもので

はないため、布留式系土器とは認定Lがたい。しかし、やはり他の出土土器と比べるとやや異質な印象

があり、布留式土器の影響を受けている可能性が高いと思われる。その場合、SA2・SAlの時期は

古墳時代前期にまで下ることになるだろうが、類例のない現段階においては躊躇せざるを得ないので、

ここでは再検討の余地を残しつつ、A地区報告時と同じく、弥生時代終末～古墳時代初頭としておく。

次に、B地区の遺物について見ると、縄文時代後晩期の土器では、晩期末の突帯文土器が注目され、

古墳時代から古代を経て、中世にかけての遺物は、少量ではあるが、この地域の当該期資料の乏しさを

補うものである。また、近世の陶磁器類は、肥前系を中心とした製品の流通を示すものであった。ここ

では、縄文時代の土器について若干述べておきたい。

縄文時代の土器は、時期細分できない斜面堆積の包含層に、晩期後半を中心に、後期後半に遡るもの

から晩期末の突帯文土器までの土器を一括して含んでいる。これらのうち、特に突帯文土器群は、小破

片主体のうえ量的に決して多いとは言えないが、ある程度まとまった資料としては県内でも数少ないう

ちの一つで、貴重である。
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突帯文は、晩期後半後葉の刻目の無いものと、晩期末の刻み目のあるものに大別されるが、無刻目突

帯文土器のうち、突帯文なのか、単なる粗製深鉢か、口緑形状からは判断しがたいものも存在する。

44は、条痕調整時に残った微隆起部分が帯状に見えるものである。46・47は、粘土紐を貼り付けて

肥厚させた口縁部の外面に深い凹線を入れることで結果的に端部が上を向く突帯が生じたとも見られる

もので、同じ高千穂町の宮ノ前第2遺跡でも出土している。突帯文の出自を考えさせる資料である。

刻目のある突帯文には（後述のⅡ区出土資料をも合わせ）、突帯の位置・有無、施文方法や施文位置

等にバリエーションが見られる。こうした多様性が、もともと刻目突帯文の様式に内包されているもの

なのか、あるいは地域性や時間差によるものかについては、周辺地城の今後の蓄積資料を分析していく

際に留意しておかねばならない。

同じく包含層出土の、組織痕土器や、21～26の口緑部外面に1条ないし2条の沈線があり、やや

内傾する口縁と胴部との境が屈曲する浅鉢、29の波頂部に沈線文のある波状口縁の浅鉢は、九州他地

域での様相から刻目突帯文土器に伴うものと考えられるが、この他、その可能性があるものとして、小

破片のため図化できなかった器種・時期不明の丹塗り磨研の土器片が出土していることも付記しておく。

本遺跡で出土した「刻目突帯文土器群」は、北部九州では「稲作農耕」の存在を語るものとして周知

の「夜目式土器」と併行するものであり、当地のような山間部における縄文時代から弥生時代に移行す

る時期の文化・生業のあり方やその変化、他地域との交流といった問題を探る上で重要である。しかし、

こうした問題に言及するには、刻目突帯文土器のみに照準を合わせず、他の出土土器や石器との共伴の

状況、さらには、周辺地城のこれからの発掘調査や自然科学分析の成果などを、包括的に捉えて検討し

ていく必要がある。この点、本報告は、そのための出土土器や石器の報告・分類・分析・評価といった、

基礎資料提示の任を十分に果たせなかった。ここで詳細を報告できなかった石器類を含め、本遺跡の縄

文時代の遺物の内容については、他日に補足的な報告をしたい。

最後に、A地区Ⅲ区においても縄文時代の遺物が少量出土しているが、A地区報告書では詳細につい

て報告していないため、参考資料として第15図に掲載した。Ⅱ区出土の縄文時代の土器は、I区のも

のと同様の内容であり、晩期後半の精製浅鉢（154～157）、粗製浅鉢（158）、無刻目突帯文探鉢

（160・161）、晩期未の刻目突帯文探鉢（162～164）が出土している。165は、突帯文か弥生土

器か判別できなかったものである。166は、A地区報告時には時期不明で掲載しなかったもので、櫛

措状文様のある弥生時代後期の粗製嚢頚部である。
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胎土の特徴について
個々の土器の胎土の特徴は欄内に記しているが、類似する胎土ごとにまとめ
て分類できるものは、下記のように略称を用いている。また、各分類ごとの特
徴は、表中の初出あるいはそれに近い遺物番号の欄に略称をゴシック体で記し、
〔〕内に詳細を説明している。（）内の記載は、分類したもの、しないもの
にかかわらず、個々の土器胎土の特記事項である。
く胎土の各分類の略称〉
精　良　④，④一1，㊤－2，④－3，⑧，⑥，⑦，㊥
やや租質　a，a’，b

第2表　神殿遺跡B地区土土器観察表（1）

租　質　　A，A’，A”，B

※この他、「やや精良」もあるが、細分類は不可。
鉱物粒とは
胎土の記載の中で、「鉱物粒」とあるのは、特に限定していない限り、「無色透
明の鉱物粒（石英であろう）」と「黒色で光沢ある鉱物粒」が混在している状態
を指す。後者の黒色鉱物粒については、塊状と柱状のものがあるが、輝石また
は角閃石とみられ、柱状粒子は角閃石の可能性が高い。塊状の粒には、一部、
黒曜石に近似するものもある。

挿図

番号

遺物

番号

出土位置

層　 位
種　 別 器 種

調整 ・文様の特徴 色　　　 調
胎 土 の 特 徴 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　面

5 1
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢 よこミガキ よこミガキ にぷい黄橙 にぷい褐

精良⑧ 〔撃菅曇こ琵璽議 重出 つ

5 2
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢 ミガキ

ミガキ
凹緑 にぷい黄橙 灰

精良④ 〔窯呈蓋謹 ‰ ？’5悪 雫慧〕

5 3
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

口緑：よこへラナデ・凹緑
新鮮 よこミガキ

口緑：不明（風化「凹緑
頚部‾：よこミガキ 褐灰 褐灰

精良⑥ 〔賢覧 壷轡 、謡紺 等 〕

5 4
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこミガキ
ロ緑 ：沈線 よこミガキ にぷい赤褐 にぷい黄橙 精良④

5 5
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

ミガキ
ロ緑：ヘラによる浅い凹緑．ミガキ 褐 にぷい褐 精良⑥ （⑥＋1．5～2皿の粗い岩片、少）

5 6
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこミガキ ？
（表面風イヒ）
口緑 ：凹緑

よこミガキ
ロ緑 ：凹緑 にぷい黄橙 にぷい黄橙 精良④

5 7
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

口緑・酎 上半：よこミガキ
酎 下半：斜めミガキ

よこミガキ
頚部上端：強いよこナデ にぷい赤褐 にぷい褐

精良④－1〔鑑 Z豊 禁 芸濃 〕

5 8
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこミガキ
ロ緑 ：浅い沈線 よこミガキ 灰黄褐 灰黄褐 精良④－1

5 9
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこミガキ
ロ緑 ：沈緑 よこミガキ

黒褐
灰黄褐

黒褐
灰黄褐

精良④－2 〔④より岩片ごく少0　 〕

5 10
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこミガキ
沈線 よこミガキ 褐灰 褐灰 精良④－1 外面に意図的ではな

いと思われる沈緑
（工具痕）有り。

5 11
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

丁寧なよこミガキ
ロ緑 ：凹緑

丁寧なよこミガキ
ロ緑・頚部の境界：沈緑 にぷい黄褐 灰黄褐

精良④

5 12
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこミガキ
ヒレ状突起

よこミガキ
ヒレ状突起、凹線文 にぷい黄褐 褐 精良㊥ 穿孔の一部が観察

される。

5 13
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこミガキ
頭部上端および
下端 ：沈緑

よこミガキ、丹塗り痕跡
頚部上端：沈線

にぷい橙
褐灰

褐灰
赤 精良④－2 焼成後穿孔。内面凹

部に赤色顔料残存

5 14
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこナデ
丹塗り

丁寧なナデ
部分的に剥離

にぷい黄橙
明赤褐 褐灰

やや精良 （警茎逗薫 肇 返 還 ）

5 15
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢 よこミガキ よこミガキ 鯛～にぷい掲 黒褐 やや精良 （豊 豊 ㍍ 豊 豊 晋 ）

5 16
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢 よこミガキ

よこミガキ
内面屈曲部 ：凹線 にぷい褐 褐灰 精良④

5 17
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢 よこミガキ よこ・斜めミガキ 黒褐～褐 褐灰

精良④－3 〔鮎 1m 大の粗い鉱物粒つ

5 18
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

肩部：よこミガキ
胴部：よこ、斜めミガキ

肩部：よこ工具ナデ
胴部：丁寧なナデ 暗赤褐 にぷい赤褐

精良① 〔萱運 曇 菩 堅 垂嘉〕

5 19
I　 区
包含層 縄文土器

浅 鉢
底 部
ミガキ
しょげ底面：丁寧なナデ

ナデ
指押さえ 暗褐 褐

やや粗質 a 〔至蕪 野 蚕買〕

5 20
I　 区
包含層 縄文土器

浅 鉢
底 部⊥
丁ナデ

（指押 さえ
上方向の強いナデ にぷい褐 にぷい赤褐 やや精良 （買曇窓 曇 藍 軍票 ）

6 21
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

、よこナデ
細い沈緑
ヒレ状突起貼付？

ナデ
沈緑
ヒレ状突起貼付？

にぷい赤褐 にぷい赤褐 精良⑦

6 22
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこナデ
沈緑
ヒレ4犬突起

よこナデ
下端部：よこ工具ナデ
ヒレ4犬突起

にぷい赤褐 黒褐 精良⑦ 内面のみ炭素吸着

6 23
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

よこミガキ
口唇部：丁寧なナデ
上下瑞：1条ずつの沈緑

よこナデ 橙 にぷい黄橙 精良④

6 24
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

ミガキ
沈線
ヒレ状襲起貼付？

よこミガキ にぷい赤褐 暗褐 精良⑦

6 25
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

ミガキ
沈線 丁寧なナデ にぷい赤褐 にぷい赤褐 精良㊥ 〔堅蓋堅塁慈 善璽 欝 票〕

6 26
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

口緑上半：よこナデ、沈緑
口緑下半：丁寧なナデ よこナデ 明褐 明赤褐 やや精良 踪　 内面部分的に炭素吸着

6 27
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢 ミガキ ミガキ

にぷい褐
褐灰 黒褐 精良④－1　　　 内面特に炭素吸着

6 ・28
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

ナデの上、部分
的によこミガキ ミガキ 褐灰 にぷい黄橙

粗質 A H 〔慧塁重量謂 掛 。〕曹芸

6 29
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

ナデ
沈緑による文様 丁寧なナデ 黒褐 にぷい黄褐 租質A 一一 波状口緑波頂部

6 30
I　 区
包含層 縄文土器 浅鉢？

丁寧なナデ
5条の沈緑 ナデ、よこナデ 灰黄褐 黄褐 やや粗質b 〔難 軍謹駕 花 慰 〕
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第3表　神殿遺跡B地区出土土器観察表（2）

挿図

番号

遺物

番号

出土位置

層　 位
種　 別 器 種

調整 ・文様の特徴 色　　　 調
胎 土 の 特 徴 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

6 3 1
I　 区
包含層

縄文土器 浅 鉢 よこナデ
3条の沈緑 ナデ 明褐 褐 やや租質 a

6 32
I　 区
包含層 縄文土器 浅 鉢

ナデ
3条の沈線 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 租質A （岩片やや小）

6 33
I　 区
包含層

縄文土器 浅 鉢 上半：よこナデ、下半：条
痕の上をナデ。4条の沈緑 よこミガキ

黒褐
灰褐 にぷい褐 租質A 一一

6 34
I　 区
包含層

縄文土器 浅 鉢 よこナデ
3条の沈緑

ナデ にぷい褐 にぷい褐 粗質A 〔監 描 攫 払 拭 欒 〕

6 35 S A l 縄文土器 浅 鉢
よこナデ、よこ条痕
口唇部 ：よこナデ

よこ・斜め条痕の
上をよこナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 租質A 一一 外面スス付着

6 36
I　 区
包含層

縄文土器 浅 鉢 よこ条痕の上打寧なナデ。上翔：そ
の上損らにに・斜めミガキ

よこミガキ。屈曲
部 ：弱い指押さえ

にぷい赤褐
にぷい黄褐

にぷい褐
灰褐

やや租質 壷 恕 義 龍 謹 〕

6 37
I　 区
包含層

縄文土器 浅鉢？ ナデ 粗いナデ にぷい赤褐 にぷい赤褐 やや租質b

6 38
I　 区
包含層

縄文土器 深鉢？ よこ ・斜め条痕
の上をよこナデ

ナデ にぷい褐 にぷい褐 租質A 諾篭 漂

6 39
I　 区
包含層 縄文土器 深鉢？ 粗いよこナデ ナデ にぷい黄褐 にぷい褐 租質A 内面風化剥離著しい

6 40
I　 区
包含層 縄文土器 深鉢？

よこナデ
沈緑による文様

丁寧なよこナデ
（下半は、表面風化） にぷい黄褐 にぷい黄橙 粗質A （粗質A より岩片ごく少）

6 41
I　 区
包含層

縄文土器 鉢 胴部 ：貝殻条痕
底部 ：組織痕 よこナデ 明赤褐 にぷい褐 租質B 底部ではなく、胴部屈

曲部の可能性も有り。

6 42
I　 区
包含層 縄文土器 鉢

組織痕。組織痕の
上を一部ミガキ 丁寧なナデ にぷい褐 にぷい黄橙 粗質 B 〔票昆謡呈豊 富盈 品 濃 認 〕

6 43
I　 区
包含層 縄文土器 鉢

条痕の上をナデ
底面 ：組織痕 工具ナデ

にぷい赤褐
にぷい橙 にぷい褐 租質B

7 44
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

よこ条痕
口唇部 ：よこナデ よこ条痕 明赤褐 にぷい赤褐 やや租質 b 外面、突帯状の微隆起

部分有り。穿孔有り。

7 45
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

口唇・突帯：よこナデ
突帯下：よこ条痕 ナデ？（表面風化） にぷい橙 にぷい黄橙 租質A （岩片やや少）

7 46
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

よこ条痕、貼付突
帯 （突帯部ナデ） ナデ？（表面風化）

にぷい褐
黒褐 にぷい黄褐 租質A

7 47
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

ナデ （表面風化）
貼付突帯 ナデ にぷい褐 橙 租質A

7 48
I　 区
包含層

縄文土器 深 鉢 丁寧なナデ ナデ
にぷい赤褐
にぷい黄褐 黒 租質B 内面炭化物付着

7 49
I　 区
包含層

縄文土器 深 鉢
底 部
斜め条痕
ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 租質A 底面、風化・剥離の

為調整不明

7 50
I　 区
包含層

縄文土器 深 鉢 よこナデ貼付突帯 よこナデ にぷい褐 にぷい褐 やや租質b

7 51
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

よこナデ
貼付突帯 よこナデ

にぷい橙
にぷい赤褐

にぷい赤褐 やや租質 a

7 52
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

貼付突帯。突帯下部：
工具による押さえ よこナデ にぷい褐 にぷい喝 租質A

7 53
I　 区 縄文土器 深鉢？ よこ条痕の上をナデ よこ条痕の上を 橙 にぷい黄橙 〈やや精良な粘土〉＋0．2～0．6m包含層 貼付突帯（突帯部ナデ）一部ナデ にぷい黄橙 の丸味ある砂粒やや多。

7 54
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

刻み目突帯。よこ
条痕の上をナデ

よこ条痕の上を
ナデ

にぷい赤褐 にぷい褐
やや租質 a （焼きしまり良）檀 茎霊は、

7 55
I　 区
包含層 縄文土器 浅鉢？

よこ条痕の上一部ナデ。刻み目
突帯。口唇頂配も刻み目か？ よこナデ

暗灰黄 にぷい黄褐 やや租質 b

7 56
I　 区 縄文土器 浅 鉢 よこ条痕。口唇酢ナデ誹 よこナデ。口唇 にぷい黄橙 樟 〈やや粗質の粘土〉十微細～3皿
包含層 み目突帯（突帯部ナデ） 端部 ：刻み目か？ （0．4皿以下最多）の白色岩片多。

7 57
I　 区
包含層

縄文土器 浅鉢 ？ 舶目楓 口絹はこ条痕又は、恥ナデ、口酢半：ナデ ナデ にぷい褐 にぷい黄橙
やや租質 a （焼きしま。やや悪い）l

7 58
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

刻み目突帯
よこナデ

ナデ 明赤褐 明赤褐
やや租質 a （焼きしまり良極 雲若剥離

7 59
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

よこ条痕
屈曲部 ：刻み目

よこ条痕
屈曲部：指押さえ

にぷい赤褐 にぷい赤褐
やや租質 a （焼きしまりやや悪い）I

7 60
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

よこ条痕
屈曲部 ：刻み目

ナデ 明赤褐 にぷい橙 やや租質a 撃嶽 罵り

7 61
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

ナデ
口緑上部：連続剰突文

ナデ 灰褐 灰褐 やや租質b　　　　　 62 と同一個体か？

7 62
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

」二半 ：よこナデ
下半 ：粗しヽナラ才
屈曲部：連続刺突文

粗いナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 やや粗質b　　　　　 61 と同一個体か？

7 63
I　 区
包含層

縄文土器 深 鉢 よこ工具（パケ状）ナテロ唇直下：刻み目突帯
（突帯下部工具による押さえ）

よこ工具（パケ状）ナデ 明黄褐 明黄褐 〈やや精良な粘土〉＋0．5～1．2m
の丸味ある砂粒やや多、03m
以下の砂・鉱物拉少。
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第4表　神殿遺跡B地区出土土器観察表（3）

挿図

番号

遺物

番号

出土位置

層　 位
種　 別 器 種

調整 ・文様の特徴 色　　　 調
1胎 土 の 特 徴 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

7 64
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

よこ条痕の上をナデ
口唇直下：亥りみ目突
帯（ナデ）

よこ条痕
口唇部 ：ナデ 橙 橙 〈やや精良な粘土〉＋0．4～1．2

mの鉱物粒、丸味ある砂粒

7 65
I　 区
包含層 縄文土器 鉢 ？

ナテr

る連一読短沈綿
ナデ 橙 橙

〈やや精良な粘土〉十0．2～1mの
丸味ある砂粒、05汀Ⅲ以下の鉱物
粒やや少、3nu前後の岩片こく少。

外内：丹塗り

7 66
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

よこ条痕
屈曲部：刻み目突帯 よこ条痕 橙 橙 やや租質 a

7 67
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

よこナデ
屈曲酢貼付突帯に連捌突文 ナデ 橙 橙 租質A （岩片小）

7 68
I　 区
包含層 縄文土器 ・＝土ゴ笠

よこナデ
口唇直下：一条の凹綿
とその下に刻み目突帯

よこナデ
頚部 ：指押さえ

にぷい赤褐
褐灰 橙

やや租質a ㌶ 品 署，層 雲呂霊紀 付

7 69
I　 区
包含層 縄文土器 深 鉢

」二半 ：よ　こ乗痕
下半 ：余斗め乗痕

（ナラン）

上半：斜め条痕
下半：よこ条痕の上をナデ淡黄 淡黄 〈やや精良な粘土〉十0．5～lmu

の丸味ある砂粒やや多。2．5
～6mmの岩片少。

7 70
I　 区
包含層 縄文土器 壷 ？

ナデ
刻み目突帯 ナデ にぷい橙 にぷい褐 やや租質 a 壷肩部か？

7 71
I　 区
包含層 縄文土器 鉢

よこナデ

（刺】轍箇所多）

ナデ

一部工具痕
にぷい赤褐 明赤褐 やや租質b

8 72 I　 区包含層
縄文土器 不 明 丁寧なナデ

X 字状貼付突帯
よこ・やや粗いナデ にぷい橙 にぷい橙

暗灰黄
精良㊥ 内面に粘土ひも接ぎ目。

73と同一個体か？

8 73
I　 区
包含層

縄文土器 不　明 丁寧なナラ才貝占付突帯
貼付突帯にそった沈椋

ナデ にぷい橙 にぷい褐 精良㊥ 72と同一個体か？

8 74
I　 区
包含層 縄文土器 浅鉢 ？

よこナデ
沈締
屈曲部 ：亥りみ目

工具によるよこナデ
下半：不明（表面風化）

灰黄 灰黄
精良④ 詣 品票 l

8 75
I　 区
包含層 縄文土器 鉢 ？

丁寧なナデ
沈締 （」二瑞）
貼付突帯、1宙状貼付文

ナデ にぷい褐 オリーブ褐 やや精良 禁 盟 濫 品 岩鵠 £芋

8 76
I　 区
包含層 縄文土器 壷 ？ ミガキ 丁寧なナデ にぷい赤褐 にぷい赤褐 精良㊥

8 77
I　 区
包含層 縄文土器

台 付
つ曳 鉢

粗しヽナデ
裾下端 ：突帯
（」二部eこ沈緑）

ナデ にぷい褐 にぷい褐
やや精良藍 欝

8 78
I　 区
包含層 縄文土器 不　明

ナデ
同心円状の沈緑文

ナデ
指押さえ（押さえ時の
爪圧痕も有り）

にぷい黄褐 にぷい褐
（75と類似。2m大

やや精良謂謂色鉱鮒 上下左右方向不明

8 79
I　 区
包含層 縄文土器 不 明

丁寧なナデ
沈緑文 ナデ（一部工具痕） にぷい黄褐 にぷい褐 やや精良（75と類似）小円形の凹部があるが、文様か、何かの痕跡か不明

8 80
I　 区
包含層 縄文土器 円 板 ナデ ナデ にぷい黄褐 黄灰 やや租質a 土器片利用の円板

11 81 S A l 弥生土器 窯 平行線タタキ
たて ・斜めパケ
指押さえ にぷい黄橙 にぷい黄橙 〈やや精良粘土〉＋1～2．5

mmの九味ある砂粒多。
外面上端および内面
下半スス付着

11 82 S A l 弥生土器 窯 平行線タタキ
上方向の強いナデ
指押さえ

にぷい黄褐
黒褐 暗灰黄 〈やや精良粘土〉＋1～加の砂粒多、

3～軸の岩片少。焼きしまり良。 外面スス付着

11 83 S A l 弥生土器 ・＝ヒ宝E パケ 斜めへラナデ
の強いナテr

黒褐 にぷい黄褐 やや粗質だが焼きしまり良。0．3～1mmの砂粒含む。 外面スス付着

11 84 S A l 弥生土器 ・＝ヒ隻E
上端 ：よこナデ
たて ・斜めのパケ ナデ （剥離ヶ所多）にぷい黄橙 にぷい黄橙

やや粗質。自～黄橙～橙の色ムラ有。
0．2～0伽の砂・鉱物位、um前後の
暗赤掲土粒含む。

11 85 S A l 弥生土器 二王ゴー笠
斜めパケ
（幅の小さいパケ）

指押さえ
ナデ 浅黄橙 浅黄橙 〈精良粘土〉十1～2皿の丸い砂粒多、4～5mの細円礫少。

11 86 S A l 弥生土器 不 明 粗いナデ ナデ ？（表面風化）褐灰
にぷい黄橙

にぷい黄橙
褐灰

租質A 票豊 深

11 87 S A l 弥生土器 喪 よこナデ ナデ 黄灰 橙 租質A 砦 栗 外面スス付着

11 88
S A l
S A 2 弥生土器 賓

口緑一一頸部：よこナデ
胴部：ナデ
底面：ミガキ様の丁寧なナデ

ナデ、粘土接ぎ目付近榊さえ
口緑部 ：よこナデ

にぷい褐 にぷい褐 租質A ・鵠 外面：スス付着（色調黒）
内面：炭化物付着（色讃黒）
特に胴部中位。表面剥落部も多。

11 89 S A l 弥生土器 鷺 ナデ ナデ
にぷい樟
黒褐 黄灰 租質A ・鵠 外面：スス付着

内面：全体に炭化物付着

11 90 S C 5 弥生土器 窯 ？ ナデ（一満による軌サデ）
口唇：へラ状工具によるよこナデ

ヘラ状工具によ
る粗いよこナデ

にぷい赤褐 にぷい褐 租質B 外面：スス付着
層状の割れが見られる。

外面：ススわずか
に付着

外内面共、丹塗り

11 9 1 S C l 弥生土器 窯
よこ工具ナデ（パ
ケ状）の上をナデ

ナデ
頸部付近：斜め工具
ナデ （パケ状）

浅黄 浅黄 〈やや精良粘土〉＋微細、0．4Ⅲ皿
の砂粒少、2～6mの細円礫少。

11 92
I　 区
包含層 弥生土器？ ・＝量ま．宝E

櫛描波状文
頭部 ：よこナデ

斜めパケの上を一部
デ
頸苦β付近：指押さえ

橙 橙 〈精良粘土〉十微細～
0．5mmの鉱物粒。

11 93
I　 区
Ⅲ層上面

弥生土器 ・＝土ゴ・宝E ナデ
頚貝部 ：パケナラ汀」二半部 ：粘土ひも糸匪ぎ【∃残る（－部指押さえ）

にぷい黄橙 浅黄 〈やや精良な粘土〉＋1～3m
の丸味ある粗砂

11 94
I　 区
Ⅱ　 層

弥生土器 壷 ？ 口唇部：刻み
よこナデ

丁寧なナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 〈やや精良な粘土〉＋0．2

～1．5mmの粗砂多

13 99
I　 区
包含層 土師器 杯 ・蓋 よこミガキ よこミガキ 橙 橙 〈精良粘土〉＋0．5～1．5mm

の砂粒ごく少

13 100
I　 区
Ⅱ　 層 土師器 杯 ・蓋 へラケズ リ ナデ にぷい褐 橙 〈精良粘土〉＋・1～1．5mm

の砂粒
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第5表　神殿遺跡B地区出土土器観察表（4）

挿図

番号

遺物

番号

出土位置

層　 位
種　 別 器 ．種

調整 ・文様の特徴 色　　　 調
胎 土 の 特 徴 備　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面

13 101 I　 区 土師器
高台付
杯 ナデ ナデ 灰白 灰白 〈精良粘土〉十微細～

0．5mm大の砂粒

13 102
I　 区
包含層 須恵器 杯 ・蓋 回転ナデ 回転ナデ オリーブ黒 灰 精良 外面：内面口縁端部

自然粕

13 103
I　 区
包含層 須恵器 坪 ・身

体部下半 ：ケズリ
回転ナデ 回転ナデ 灰 灰自 精良

13 104
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 施 よこナデ
櫛描波状ヌ よこナデ 灰白 灰自 精良 内面：自然粕

（粕調、暗オリーブ）

13 105
I　 区
Ⅲ層上面

須恵器 杯 ・蓋 回転ケズ リ回転ナラ訂
つ まみ部 ：ナデ

回転ナデ 灰自
灰 灰黄 精良 外面：自然軸

（一部、繊維状の融
着物有り）

13 106
I　 区
包含層

須恵器 杯 ・蓋 ナデ
よこナデ
口緑 ：沈緑 黄灰 暗灰黄 精良

13 107
I　 区
包含層

須恵器 坪 ・身 よこナデ 回転ナデ 暗灰黄 黄灰 精良

13 108
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 杯 ・身 よこナデ休部下部：ケズリ
の上をよこナデ

回転ナデの上をナデ 黄灰 暗灰黄 精良 外面：口緑部に一部
自然軸

13 109
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 杯 ・身 回転ナデ体部下部ケズ リ 回転ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 精良

13 110
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 高台付
杯
よこナデ
高台畳何部：ヘラ切りナデ 灰黄 灰黄 精良

13 111
I　 区
包含層 須恵器

高台付
杯 底面：よこナデ よこナデ 灰 灰 精良

13 112
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器
高台付
杯 ナデ

よこナデ
ナデ 灰黄 灰黄 精良 高台部剥離

13 113
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 小型壷（施）？
上半 ：回転ナデ
下半 ：平行タタキ

上半：よこナデ
下半：同心円当て具痕 灰黄 黄灰 精良

13 114
I　 区
包含層 須恵器 壷 ？ よこナデ よこナデ 灰 灰 精良 外面屈曲部以下に自

然粕。屈曲部以下形
状いび．つ

13 115
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 壷 ？ 回転ナデ 回転ナデ 暗灰黄 灰黄 精良 丸底壷の底部の可能
性も有り

13 116
I　 区
Ⅱ　 層 須恵器 ・＝ヒ宝E よこナデ よこナデ 暗灰黄 暗灰黄 精良 外面：自然牙由底面夕t面の中央寄り

13 117
I　 区
Ⅱ　 層 須恵器 士宝E

回転ナデ？（全面に
自然粕）沈線 ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 精良 外面：茶色の自然軸

13 118
I　 区
Ⅱ　 層 須恵器 士璽E 回転ナデ 回転ナデ 灰

（やや黒色味）灰 精良

13 119
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 賓 よこナデ
凹線、突帯 よこナデ 灰黄 灰黄 精良

13 120
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 窯 よこナデ
凹緑、突帯 よこナデ 灰黄 灰 精良

13 12 1
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 賓 よこナデ よこナデ 灰 黄灰 精良

・13 122
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 賓 平行タタキ 同心円当て具痕 灰 灰 精良

13 123
I　 区
Ⅱ　 層 須恵器 鷺 平行タタキ 同心円当て具痕 灰 灰 精良

13 124
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 窯 頭部側 ：よこパケ
平行タタキ

頭部側 ：よこナデ
同心円当て具痕 灰 灰 精良

13 125
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 窯 格子目タタキの
後一部ナデ

同心円当て具痕
の後一部ナデ 灰 灰 精良

13 126
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 窯 平行タタキの後
パケナデ

同心円当て具痕 灰 灰 精良

焼きしまり不良

外面に炭火物様の黒
色物付着

13 127
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 賓 平行タタキ 凹凸のない同心円状
の当て具痕、ナデ 黄灰 にぷい黄 精良

13 128
I　 区
Ⅲ層上層

須恵器 寮 平行タタキの上にパケ 同心円の当て具痕 灰 灰 精良

13 129
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 聾 格子目タタキの上を
ナデ

同心円の当て具痕
の上をナデ

灰 灰 精良

13 130
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 窯 平行タタキの
上を一部ナデ

ナデ
円形の当て具痕？

灰黄褐 灰黄褐 精良

13 131
I　 区
Ⅱ　 層

須恵器 窯 平行タタキの上
から一部ナデ

ナデ
里警掌邦 具痕？の 褐灰 褐灰 精良

13 132
I　 区
Ⅲ層上層

須恵器 喪 平行タタキの
上にパケ

円形？の当て具
痕の上をナデ 褐灰 褐灰 精良

13 133
I　 区
Ⅱ　 層 須恵器 賓 格子目タタキ 強いナデ 黄灰 黄灰 精良
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第6表　神殿遺跡B地区出土土器観察表（5）

挿図 遺物 出土位置
種　 別 器 種

調整 ・文様の特徴　　　　　　 色　　　 調
備　 考

番号 番号 層　 位 外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面
胎 土 の 特 徴

13 134
I　 区
Ⅲ　 層

須恵器 窯 頚部 ：よこナデ
格子目タタキ

ナデ、へラ状工具によ
る強いナデ上げ
強いナデ

灰 灰 精良

14 135
I　 区
包含層

無粕陶器
（須恵器？） 嚢

ナデ
2条の浅い細沈線
間に櫛描波状文

同心円の当て具痕
の上をよこナデ

暗灰黄 暗灰黄 精良 136と同一個体

14 136
I　 区
Ⅱ　 層
無粕陶器
（須恵器？） 聾

斜めの格子目タタキの
上をナデ消し、1条の浅
い沈線上に櫛描波状文

同心円の当て具痕
の上をよこナデ

暗灰黄 暗灰黄 精良 135と同一個体

14 137 S C 4 須恵質土器 鉢 ？ よこ、斜めナデ よこナデの上、たてナデ
にぷい黄
黄褐

浅黄
黄褐 精良

14 138
I　 区
Ⅱ　 層 土師器

布 痕
土 器 ナデ 布目痕 灰黄

淡黄 明黄褐 〈精良粘土〉＋0．5m
前後の砂粒やや多

外面に光沢のある灰
色の付着物有り

14 142
I　 区 磁器 碗 ヘラ描きによる へラ描きによる 粕調 ：オ 粕調 ：オ 精良 軸の厚さ最大0．8皿
Ⅱ　 層 （青磁） 文様の上を施粕 文様の上を施粕 リーブ灰 リーブ灰 胎土色調 ：灰自 龍泉窯系

14 143
I　 区
Ⅱ　 層

磁器
（青磁） 碗 施粕 （貫入） 施粕 （買入） 粕調：淡舌 粕調：淡舌

精良
胎土色調 ：灰

粕の厚さ最大0．4mm
龍泉窯系？

14 144
I　 区 磁器 碗 櫛状工具による回転 櫛状工具端部による 粕調 ：灰 粕調 ：灰 精良 軸の厚さ最大0．3mm
Ⅱ　 層 （青磁） ナデの上を施粕 文様の上を施粕 オリーブ オリーブ 胎土色調 ：灰 同安窯系

14 145
I　 区
Ⅱ　 層

磁器
（染付） 碗 染付施粕 施粕 灰自 灰自 精良 呉須色即■

内面：暗線灰）月巴甘可系
14 146

I　 区
Ⅱ　 層

磁器
（染付）

碗 染付施粕 染付施粕 灰白 灰自 精良 肥前系

14 147
I　 区 磁器 角形鉢 施粕 染付施粕 灰白 灰自 精良タも佃Uや一琴つ橙色【味 肥前系Ⅱ　 層 （染付） （焼成不良） ハマ痕有 り 酉受イヒ煩状態によ0

・る　ものカIo
14 148

I　 区
Ⅱ　 層

磁器
（染付） 碗 染付施粕． 施粕 自 自 精良 「大明年製」銘

肥前系

14 149
I　 区
Ⅱ　 層

磁器
（染付） 碗 染付施粕 施粕 灰自 灰自 精良 肥前系

14 150
I　 区
包含層 陶　 器 碗 櫛状工具による文様を白

土象臥 その上に施粕 施粕 オリーブ黒 オリーブ黒 精良
胎土色調 ：黄灰 唐津焼

14 151
I　 区
Ⅱ　 層

磁器
（染付） 碗

染付施粕
（焼成やや不良、買入）

施粕 （焼成や
や不良、買入） 灰自 灰自

　 、
精良 肥前系

14 152
I　 区
Ⅱ　 層

磁　 器 人形 施粕の上に絵付け（赤・金・緑・黒使乱赤以外は残細し。） 指押さえ 灰自 灰自 精良 型作り。狐面を持つ童子又は、
狐に乗る童子。生産地不明。

14 153
I　 区
Ⅱ　 層

磁器
（染付） レンゲ 染付施粕 染付施粕 灰自 灰自 精良 型作り。呉須色調は、非常に

明るい濃青色。生産地不明。

15 154 Ⅱ　 区 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 灰黄褐 褐灰 精良⑧

15 155
Ⅱ　 区
S A 5 縄文土器 浅鉢 ミガキ

浅い巴1線
ナデ（凹線以上）
よこミガキ（凹線以下）

にぷい褐 にぷい褐
灰褐

精良㊥

15 156
Ⅱ　 区
S A 6

縄文土器 浅鉢 ミガキ
浅い沈緑

ミガキ
凹線 黒褐 黒 精良⑦

15 157
Ⅱ　 区
包含層 縄文土器 浅鉢

ミガキ
穿孔 不明 （表面風化）灰黄 灰 精良⑧ 焼成後穿孔

15 158
Ⅱ　 区
S A 6 縄文土器 浅鉢

ナデ
2条の沈緑 不明 （表面風化）にぷい黄橙 にぷい黄橙 租質A

15 159 Ⅱ　 区S A 4
縄文土器 壷 ？ ミガキ ミガキ にぷい褐 にぷい褐 精良㊥

15 160 Ⅱ　 区S A 7
縄文土器 深鉢 よこナデ

突帯
口唇付近：よこナデ
工具ナデの上をナデ

灰黄褐 褐

にぷい黄褐
黒褐

褐

黒褐

明黄褐

租質B

15 161
Ⅱ　 区
S A 4

縄文土器 深鉢 よこナデ
突帯

口緑端部 ：
弱い指押さえ

にぷい黄橙
黒褐

租質A

15 162
Ⅱ　 区
包含層 縄文土器 深鉢

よこナデ
刻み目突帯
（備考欄参照）

よこパケ 黒褐
褐

褐

にぷい黄褐

租質B

15 163
Ⅱ　 区
S A 4 縄文土器 深鉢

ナデ
刻み目突帯 よこナデ やや租質b 外面わずかに炭化物付着

弥生時代後期の租製
菓頚部

15 164
Ⅱ　 区
包含層 縄文土器 深鉢

上半：ナラブ下半：条痕
屈曲部：亥りみ目突帯（刻み日に布状押圧痕）

不明 （剥離） 租質A

15 165
Ⅱ　 区
S A 7
縄文土器？ 不明 ナデ刻み目突帯（刻み目は、貝殻腹緑又は、パケ端部

によるものか？）
ナデ にぷい黄橙 〈やや精良な粘土〉＋0．5mm

前後の砂粒少、微細～0．4
mmの砂・鉱物粒やや多

15 166 Ⅱ　 区S A l l
弥生土器 喪 ナデ

櫛状工具による文様 ナデ にぷい赤褐 にぷい赤褐 租質A

15 167
I　 区
S A 2

土師器？ 小型壷 口縁上半：よこナデ、ヘラナデ
口緑下半：たてパケ

よ・こナデ 暗赤褐

黒

黄褐

にぷい褐 〈やや精良な粘土〉＋微細蒜据 票 翫 ま池
布留式模倣か？
外面：スス付着

15 168
I　 区
S A 2

土師器？ 喪 頚部 ：よこナデ
たてパケ

斜めパケの上を、
へラナデ

にぷい黄褐 167 と同一胎土 布留式模倣か？
外面全面にスス付着

15 169
I　 区
S A 2

土師器？ 窯 ？ たて、斜めパケ 斜めパケの上一部斜め

・よこのヘラナデ
にぷい黄褐 167 と同一胎土 布留式模倣か？

外面全面にスス付着
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I区　全景（上空から）

右：SCl検出状況および
埋土土層断面

下：SAl（上空より）

右下：SCl完掘状況
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図版4

縄文時代の土器　　く精製浅鉢〉

〈精製浅鉢〉

156

一41－

℡　159

く精製浅鉢ほか〉

47

〈突帯文土器〉

157

〈精製浅鉢ほか〉

ま豪華－．響i

l

く沈線文のある土器ほか〉

く粗製土器〉

160・161く突帯文土器〉　　90…弥生土器？



図版5

68

刻目突帯文土器

（嚢以外の器種）

ー42－

縄文時代　晩期

刻目突帯文土器

（口綾部）

刻目突帯文土器

（小型口緑部

および胴部屈曲部）

56

55～57　口唇部　刻み　拡大写真



図版6

弥生時代？の土器

鑑6
簡
98

弥生時代および時期不明の石器

鼻
J†縄文時代の石器

a・・・楔形石器？　b・d…尖頭状石器　e・f…石錐
C・g・h…スクレーパー

i・k…磨製石器末製品？　j・m…スクレーパー1…石匙

n・・・磨製石斧　0～q…偏平打製石斧
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図版7

上・右　弥生時代の土器

左・下　古墳時代以降の遺物

左下2点は内野山窯の製品、150およびその下は唐津焼

ー44－

製塩（布痕）土器

一車

140

iく品



2．神殿遺跡C地区の調査

第1節　遺跡の立地と調査の概要

神殿遺跡C地区は、高千穂町大字三田井字神殿にし、高千穂峡を挟んだ東側、高千穂大橋（仮称）の

起点部にあたる。

遺跡は、淡路城とされる標高約370mの丘陵から南東に延びた尾根筋、標高323～332m南向き斜

面に立地する。丘陵先端部（南西部）は高千穂峡が形成されており、遺跡との比高差は約100mを測る。

神殿遺跡では弥生後期～古墳時代の住居跡が検出されているが、それら集落の立地についてみると、

宮ノ前第2遺跡（1）や南平第3遺跡、神殿遺跡A地区のI区（2）のような丘陵と丘陵との間の南向き凹地状

の斜面部につくられるもの、あるいは当遺跡やA地区Ⅱ区のような尾根筋の南向き緩斜面に形成される

ものに分れる。このことは地理的環境のほかに風などの気象条件等が集落立地の大きな要因であったと

考えられる。

高千穂地方のこの時期の集落の様相としては、南平第3遺跡のように住居が密な状態で発見される場

合もわずかにあるものの、大部分は重複することなくつくられ、瀬戸内系の高杯や壷、須玖式土器の賓、

布留系の賓などの遺物の流入をみても、宮崎平野部のそれと非常に類似する面もみられる。

註

（1）長津宗重　他「吾平原第2遺跡　宮ノ前第2遺跡　城ノ平遺跡」『国道218号線高千穂バイパス建設関係発掘調査
報告書』　宮崎県教育委員会1993

（2）戸高真知子　他「広木野遺跡　神殿遺跡A地区」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書　第7集』宮崎県
埋蔵文化財センター　1997

第2節　調査の経過

平成5年に神殿遺跡A・B地区の調査が実施され、緩やかとは言えない斜面部から弥生時代～奈良時

代の竪穴住居跡が、中ノ原遺跡では斜面部に陥し穴状遺構が発見された。これらをうけ、県文化課では、

高千穂大橋（仮称）の東側起点部の工事範囲についても、何等かの遺構が所在する可能性を想定し、平

成7年11月に試掘調査を行った。結果、縄文土器や土師器が出土し遺跡の所在が確認され、神殿遺跡

C地区とした。調査は、平成8年6月5日から平成8年11月8日まで実施した。

調査はまず、調査対象地が段々畑であることから再度重機および作業貞によりトレンチを入れ、各段

の土層や遺構遺物の状況の確認を行った。調査対象地は、四つの段に分かれ、北側（山側）では、Ⅷ層

やⅦ層が表土下直に露出し旧地形を残していない。一方、各段の端部（法面）では客土および耕作土が

厚く堆積し、その下部にⅢ層以下が残存していた。そこで、まず表土および客土を重機によって除去し、

遺物包含層であるⅢ・Ⅳ層を作業員で掘り進め、Ⅴ層で遺構確認を行った。

7月上旬、Ⅴ層上面でSAlを検出した。当初、遺構の輪郭から2軒の住居の切りあいと推定されたが、

調査の結果、北東部を拡張した1軒の住居として認定した。また、SAlからガラス小玉1点が発見さ

れたため、以後SAl～3の住居床面の埋土をフルイにかけたが、以後、玉類、炭化物などは検出され

なかった。

Ⅴ層上面での調査終了後、客土および住居埋土より押型文土器が出土していたことから、縄文早期の

遺構遺物を確認するためのトレンチを数本入れたが、遺構遺物は検出されなかった。
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調査の結果、遺構としては古墳時代前半の竪穴住居跡3軒、土坑1基、ピット、遺物は縄文時代後期

から晩期の土器類、布留系土器の賓や土師器、石器として打製石鉄、打製石斧、スクレーパー、玉類、

鉄鉄などが発見された。

第3節　遺跡の層序

神殿遺跡C地区の基本的な層序は、第1図のとおりである。このうち第Ⅲ層およびⅣ層が遺物包含層

であるが、両者に縄文後晩期や土師器が混じることから、遺物の多くは流れ込みと考えられる。遺構検

出面の第Ⅴ層は均一の層ではなく暗褐色土のブロックを部分的に含んだアカホヤの二次堆積層に想定され、

神殿遺跡A地区のI区の第Ⅳ層に相当する。客土やSA2の埋土中から押型文土器が出土していること

から、縄文早期の遺跡の存在の可能性のあるものの、今回の調査では確認できなかった。第Ⅵ・Ⅶ層が

当該期にあたるものと考えられる。一方、Ⅱ区で認められたATと推定される黄色のブロックを含んだ

黒褐色土はC地区ではみられず、Ⅵ層、Ⅶ層の下が地山と考えられる灰白色粘質土となる。

第4節　遺構と遺物

遺構としては、竪穴住居跡3軒、土坑1基、ピット群を検出した。住居跡は斜面の上から二段目まで

に作られている。土坑はSA2の東に位置し、ピットは各段まばらに分布するが、建物については復元

できなかった。

遺物は住居跡から出土した古墳時代前半の遺物の以外に、I～Ⅳ層および住居埋土中からは、縄文土

器や弥生土器、布留系の土器、石鉄、スクレーパーなどが発見されている。以下、遺構および遺構内出

土遺物、遺構以外の遺物の順に述べ、住居内出土の縄文時代遺物については後でまとめて記述している。

遺物の詳細は遺物観察表を参考にされたい。なお、住居跡の面積は、床面積を計測した。

SAl（第3図）

SAlは、上から二段目の中央よりやや西よりの標高約329mに位置する。住居は完掘の結果、長軸

約6．8m、短軸約5．6mの方形プランを基調とし、主軸N－380－W、面積38．36nfを測る。北壁と東

壁の中央に方形の張り出しをもち、この二つの張り出し部の上面を結ぶように鐘状に北東部が拡張され

ている。遺構はⅤ層で検出し、床面までの深さは、北側で0．98m、南側で0．10mを測る。

遺構の検出面での段階では、当初2軒の方形の住居の重複と考えたが、埋土の堆積や遺構状況から北

東部分が張り出す1軒の住居跡と認定した。この北東部拡張部の深さは検出面から約0．2m、床面から

だと約0．85mの高さとなる。拡張部の床面は東壁で幅約0．75m、北壁では約20cmと狭くなり、面積

は1．9Iが。また、北壁の張り出し部は、床面で幅約2．2m、長さ約0．8m、床面からの高さ約0．75m、

広さ1．66nf。一方、東壁の張り出し部は、床面で幅約1．8m、長さ約1．1m、床面からの高さ約0．16

m、広さ1．89I正を測る。さらに、張り出し部の床面が延び、細長いテラスを呈し、拡張部と合せると、

住居北側コーナー部は二段の平坦面が形成されていたことになる。

主柱穴は4本で、2柱穴間に長軸1．65m、短軸1．17m、深さ約0．13mの土坑が設けられている。

土坑の埋土は軟質の黒褐色土で少量の炭化物が混入している。また、床面はⅤ層～Ⅶ層ブロックの混合

土で貼床が作られている。貼床は四壁周辺以外の床面に施され、深さ約20～40cmを測る。南側には

浅く凹む落込みがあり、少量の炭化物が出土したが、焼土は確認できなかった。
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床面および土坑から出土した炭化物の年代測定を行ったところ、B．P1760±60およびB．P1760±

40の測定結果を得、古墳時代初頭から前半の時期に相当する。（分析結果については南平第3遺跡の自

然科学分析の中に記載されている。）

遺物（第5図1～11）

遺物の量は他の住居跡よりも多いが、床面からは非常に少なく、小片が多い。1は嚢で口縁部、胴部、

底部の破片を図上復元したものである。2～4は1と同一個体と考えられ、頚部外面に推定で約5cm

の高さになる鋸歯状の線刻が措かれている。5～8は壷で、5は小片であるが外面に右下がりのタタキ

が施される。6は小型の壷で口緑部はやや内湾気味に立ち上がる。7は小型丸底相の系譜のもので胎土

はきめ細かく、ていねいな作りである。外面胴部にタタキあるいは工具の調整痕が残る。8は胴部がや

や扇球状を呈し丸底となる直口壷である。外面にスス付着。9は本遺跡唯一の高杯で、口径18．1cm

を測る。杯部の屈曲はやや不明瞭となり口縁部は大きく外方に開く。脚部の形態は不明だが、短く裾部

が外方に開くと推定される。杯部と脚部の接合は、脚部挿入する技法を用いている。外面は細かなへラ

ミガキ、内面は横ナデ調整。10・11は布留系嚢の胴部片で、外面は細かなパケメ、外面がヘラケズリ。

石器（第12図）としては、敲石（14）、砥石（16）、磨石（17）が出土している。14は敲石だが、

両面に磨痕がみられる。17の砥石は全面を使用しており、中央付近はかなり薄くなっている。そのほ

か埋土中からガラス小玉1点が見つかっている。床面の土をすべてフルイにかけたが、この1点のみで

あった。

SA2（第4図）

SA2は、上から一段目の中央よりやや西よりの標高約331mの最も高いところに位置する。北壁上

部を削平の影響で若干欠くが、長軸5．0m、短軸3．78mの方形プランの住居跡である。Ⅴ層およびⅥ

層で検出し、傾斜地に作られていることから床面までの深さは、北側で1．06m、南側で0．32m、主軸

N－250－W、面積14．85I正を測る。

主柱穴は2本で柱穴間の距離は約1．2m。2柱穴間に長軸1．51m、短軸0．88m、深さ約0．1mの土

坑が設けられている。土坑内の南側には浅く凹む落込みがあり、少量の炭化物が出土したが、焼土は確

認できなかった。床面は住居中央部を除いた箇所に貼床され、埋土はSAlと同様Ⅴ層およびⅥ層の混

合土で、約10～30cmの深さに掘られ、一定ではない。

遺物（第5・6図12～21・23）

遺物の多くは床面より15～20cmの高さから出土している。ほぼ完形に復元できる16も床面より

10cm程度浮いた状況で出土している。

12は嚢の口縁部で内面に斜方向に4本＋αの沈線（線刻）が施される。13～16は布留系の賓である。

15・16の日録部はやや厚手で端部の調整も丸みをおびる。共通した調整は、口緑部が指オサエの後横

ナデ、頚部は外面指オサエ後ナデ、内面は指オサエで1～2cm下からヘラケズリが行われる。13のみ

頚部内面屈曲部からへラケズリされている。胴部外面細かなパケメ調整、内面が横あるいは斜のヘラケ

ズリ、下半部には指オサエがみられる。16の胴部内面には縦方向に近いヘラケズリが施される。色調

は明黄褐色系を呈し、胎土はきめ細かく灰白や黒色粒子を含む。外面にはススが、内面胴部下半には炭

化物が付着している。14は15・16と比較し薄手で焼成もしっかりしていて、外面に斜方向の線刻が

ある。17～23は大型の壷で外面に線刻が施されている。線刻の内容は不明で、単なる線刻なのかあ
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第1層　にぷい褐色土　やや軟質で炭化物を少量含む。
第2層　暗褐色土　　　サラサラし、やわらかい。

第3層　暗褐色土　　　2層よりしまる。炭化物極少量含む。
第4層　暗褐色土　　　やや硬質でⅤ層のブロックを含む。
第5層　増かノープ褐色土　しまりがあり、炭化物や焼上を少量含む。
第6層　暗褐色土
第7層　暗褐色土
第8層　暗褐色土

第9層　暗褐色土

第10層　暗褐色土

第11層　暗褐色土

第12層　オリーブ褐色士
第13層　暗褐色土
第14層　暗褐色土
第15層　極暗褐色土
第16層　暗褐色土
第17層　暗褐色土

やや硬質で褐色土粒や炭化物を少量含む。
軟質である。
やや軟質で、比較的大きい炭化物やⅤ層ブロッ
クを含む。
硬質でしまりがある。炭化物や焼」二を極少量含
む。
やや硬質でⅤ層ブロックや炭化物や焼i二を少量
含む。
やや硬質で粘性有り。Ⅴ層ブロックや炭化物や
量含む。
やや硬質で、Ⅶ層ブロックを含む。
やや軟質で炭化物を少量含む。
やや軟質でⅦ層粒を少量含む。
Ⅵ層ブロックや炭化物を含む。
Ⅴ層粒を含む。
やや軟質で炭化物微量に含む。

第18層　褐色土　　　　やや硬質でⅣ・Ⅴ層のブロックを含む。
第19層　暗褐色土　　　やや軟質でⅣ・Ⅶ層の粒を含む。
第20層　暗褐色上　　　やや軟質で炭化物やⅦ層ブロックを含む。
第21層　暗褐色土　　　やや硬巽で炭化物やⅤ・Ⅶ層の粒を含む。
第22層　暗褐色土　　　やや軟質でⅦ層の粒を多量に含む。
第23層　暗褐色土　　　軟質でⅦ層の粒やブロックを多量に含む。
第24層　暗褐色土　　　23層に類似し、炭化物を多く含むも
第25層　褐色土　　　　硬質でしまる。Ⅴ・Ⅶ層ブロックや粒を含む。
第26層　極暗褐色土　　軟質である。
第27層　暗褐色土　　　軟質でⅤ層粒を少量含む。
第28層　暗褐色土　　　硬質で炭化物やⅦ層粒を少量含む。
第29層　暗オリーブ褐色上　硬質で、Ⅳ－2層に類似する。
第30層　暗褐色土　　　Ⅳ・Ⅴ層ブロックを少量含む。
第31層　黄褐色土　　　Ⅳ層粒を少量含む。
第32層　黄褐色土　　　ややしまりがある。
第33層　暗褐色土　　　アカホヤ粒を少量含む。
第34層　にぷい褐色土　アカホヤ粒を少量含む。
第35層　暗褐色土　　　軟質でⅦ層粒を少量含む。
第36層　暗褐色土　　　軟質でⅦ層粒を少量含む。
第37層　暗褐色土　　　やや硬質でⅦ層の粒を含む。
第39層　褐色土　　　　やや硬質で暗褐色土粒を含む。

第4図　神殿遺跡C地区SA2遺構実測図

ー52－



も擬 闇、覇

第5図　出土土器実測図（1）
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第1層　褐色土　　　軟質。
第2層　褐色土　　　軟質で炭化物を少量含む。
第3層　にぷい黄褐色土　炭化物や焼土の粒を少量含む。
第4層　にぷい黄褐色土　3層に比べやや粘性が有り、小磯を少量含む。
第5層　にぷい黄褐色土　固くしまる。

第6層　にぷい黄褐色土　4層に類似し、粘性が強い。
第7層　灰黄褐色土　軟質で炭化物や焼土の粒を含む。
第8層　褐灰色土　　軟質で、黄褐色土粒や炭化物を含む。
第9層　にぷい黄褐色土　軟質できめ細やか。
第10層　にぷい黄褐色土　小礫を含みもろい。
第11層　灰黄褐色土　やや粘性あり。
第12層　にぷい黄褐色土　やや軟質である。

第13層　にぷい黄橙色土　やや軟質で、炭化物や褐色土粒を極少量含む。
第14層　にぷい黄橙色土　きめ細やか。

第15層　にぷい黄橙色土　やや固くしまり粘性あり。
第16層　にぷい黄橙色土　粘性が強く、固くしまる。
第17層　にぷい黄橙色土　軟質でサラサラときめ細か。
第18層　にぷい黄橙色土　軟質だが質としては粗い。
第19層　にぷい黄橙色土　軟質である。
第20層　にぷい黄橙色土　粘性あり。
第21層　褐色土　　　軟質で炭化物を含む。

第22層　灰黄褐色土　軟質で炭化物や焼土の粒を含む。
第23層　黒褐色土　　炭化物やにぷい黄褐色上のブロックを含む。

第6図　神殿遺跡C地区SA3遺構実測図
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第8図　神殿遺跡C地区SAl遺構実測図及び出土土器実測図
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かあるいは19や20にみるような細長い胴体？をもった動物あるいは舟の可能性もある。24は小型

の壷で外面はヘラミガキ。石器は15の砥石のみである。緑色岩片で検出時には三つに割れていた。

（第12図）

SA3（第6図）

SAlの西側約5mに位置する。北SA3周辺は尾根先端部に位置するため、Ⅳ層～Ⅶ層の堆積が薄く、

さらに水田造成の削平を受けているため一部Ⅷ層の灰白色粘質土が露出している。住居は長軸

5．56m、短軸5．0mの方形プランを基調とし、東壁に張り出しを、南壁が鐘状の広がりをもち、それ

ぞれベッド状遺構を呈している。主軸、N－100－W、面積は21．11nf。東壁の張り出しは、幅約2．2

m、長さ約0．9m、床面からの高さ約15cm、広さ1．34rrf。南壁は中央部付近から約30cm南側に鐘状

に広がり、拡張部分に一部ベッド状遺構（面積0．61扉）が設けられている。床面までの深さは、傾斜地

に作られていることから北側で0．62m、南側で0．28mを測る。主柱穴は4本で、南側の2柱穴間に長

軸0．74m、短軸0．48m、深さ約0．08mの不整形の土坑を検出した。土坑内からは少量の炭化物が出
．

土するが、焼土等は確認できなかった。

遺物（第7図25～26）

住居内出土の遺物は非常に少ない。

25は直口壷の口縁部で、口縁部が長く外方に開く。内外面ともパケメの後横ナデ調整が行われる。

26は複合口縁壷の頚部で外面はパケメ調整、内面はナデ。28は布留系嚢の胴部片で全体に風化が激

しいが、外面は細かなパケメ、外面がヘラケズリ。石器としては磨石（18）が1点出土している（第

12図）。そのほか床面から有茎の鉄鉄が1点出土しているが、整理の段階で行方不明となった。

SCl（第8図）

SA2の東5mに位置し、一部木の根に撹乱されているが、Ⅴ層上面の遺構検出面で嚢が出土したため、

周囲を精査して確認した。遺構は長軸0．71m、短軸0．45m、深さ0．31mの不整形をなす。賓は遺構

の短軸方向に倒して置かれていたと推定されるが、床面からは10cmほど浮いている。

41は長胴の嚢でほぼ完形に復元できた。頚部は稜をもたずなめらかに立ち上がり、口縁部は外方に

開く。底部は丸底を呈す。内外面ともていねいなナデ調整だが、胴部下半には粗いケズリ状のナデがみ

られる。外面胴部上半にはススが、また内面胴部下半には炭化物が付着している。

遺構外出土の遺物

土師器（第7図27～40）

27は壷の頚部、内面の稜は鋭い。内外面ともナデ調整。29～31は日録部が外傾する複合口縁壷の

口縁部である。29・30は口縁部は短く外方に伸びる。内外面とも横ナデ調整。胎土には金（黒）雲母

を少量含む。31は29・30に比べ口縁部が長く伸び大型となる。頚部と口縁部との粘土の接合面が観察

できる。口縁部は横ナデ、頚部はパケメの後横ナデ。胴部外面は横ナデ、内面は風化気味だがナデと推

定される。32は賓の口緑部で外面に「×」状の線刻が措かれる。33は外面にタタキが施された壷の

頸部で、頸部屈曲部に突帯が付けられていた可能性がある。34も外面に横方向のタタキをもつ長胴の

壷の胴部である。内面はていねいなナデ調整。35は嚢の脚台部で、内面は欠損していて厚み・調整は

不明である。36は嚢あるいは壷の底部で平底を呈す。底部付近は粗いナデ調整、内面は風化が著しく
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調整は不明。37～40は布留系の嚢である。37は口径が13．1cmと小さいが口縁端部はていねいに仕

上げられている。39・40は胴部片でタタキ？（粗いパケメの可能性もある）の後パケメ調整が行われる。

縄文土器（第9図）

1・2は山形押型文土器の胴部片で、大きい山形文が全体に施文される。1は表土、2はSA2埋土

中より出土した。3は磨消縄文の胴部片でSAlの埋土中より出土。4～10は口縁部外面に刻日の無

い断面三角形の突帯が一条めぐる探鉢形土器の口縁部である。突帯は明確な三角ではなく丸味をもち、

突帯の貼り付けは粗雑である。10の突帯は口緑部直下に付けられる。調整は、4・6はナデ調整、それ

以外は貝殻条痕文となる。11・12は刻目が施された粗製の深鉢形土器の口縁部である。11は外傾し、

不明瞭な刻目が施される。内外面ともナデ調整。12は口縁部直下に刻目突帯がめぐる。刻目は棒状の

工具によって施文され、内外面ともナデ調整。13・14は精製磨研の浅鉢で同一個体の可能性もある。

内面に段を有し、頚部は短く屈曲する。14は口緑部が波状を呈す。15・16は精製の探鉢の胴部片で

ある。

石器（第10図）

1～5は石鉄ですべて凹基式である。凹基が深いもの（5）やわずかに凹むもの（4）がある。3

～5は姫島産黒曜石製。6は打製石斧で刃部は欠損している。10は偏平打製石斧で厚みが無く非常に

薄い。7～9・11はスクレーパーあるいは横刃形の石器である。剥片の長軸部分を加工し、直線あるい

は内湾気味に刃部を作り出している。7・11は決りが入りツマミ状を呈す。9は横長の剥片を利用して

いる。12は砂岩製の石皿である。円礫を利用し、片面に凹みが見られる。13は第Ⅳ層から出土した

チャートの原石で、節理面を全面に残す。石器製作の素材として持込まれたものと考えられる（第11図）。

22～23は砥石である。22は全面使用されており、数条の溝が縦方向に走っている。22は小型で現

存長約6．8cm、幅約3．2cmを測る。24磨石で全面に磨痕が認められる。
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第5節　まとめ

今回の調査の出土遺物としては、古墳時代の土師器、鉄鉄、ガラス小玉のほか縄文土器などが出土し

ているが、ここでは出土土器及び住居跡について若干のべてまとめに替えたい。

遺物の出土量は少ないが賓は、頚部があまりくびれず、底部が丸底をなし、1号土坑出土の41は、

1号住居跡の1より頚部の状況や胴部の張りなどからやや時期が下がるものと考えられる。壷は7のよ

うな小型丸底相の系譜のものや丸底をなすもの（8）、長胴で大型のものがある。高杯は1点しか出土

していないが、口径が18cm程度と小型で、杯部は浅く、屈曲が明瞭で口縁部が外方に開く。そのほか、

外来系要素を有する土器として布留式系賓や二重口縁壷などが出土している。布留式系嚢は、C地区全

体で少なくとも8個体分の遺物が確認できた。これは県内の同時期の遺跡と比較し極めて多いといえる。

口縁部は直線的に開くものや端部がさらに外反するものがあり、口縁端部は丸く仕上げられ胴部は球形

をなす。器壁は14や16の胴部中央が一部3m強と薄くなるものもみられるが、大半は5～8mと厚

手である。外面はタテあるいはナナメ方向の細かなパケ調整、一部その後、ナデ。内面は口縁部横ナデ、

頚部指オサエ、胴部へラケズリ、胴部下半及び底部は指オサエ。外面にはススが、内面下半部には炭化

物が付着している。色調はほとんどが黄褐色系で、灰白色の粒子を含み、砂粒を多く含む在地系の土器

とは大きく違っている。外傾する口縁を有する嚢（29・30）や大型の二重口縁壷（31）は、同時期と

推定される県内の遺跡で散見され、瀬戸内から山陰の影響が想定されるがその系譜や時期についてはは

っきりせず、今後の検討課題である。

これらの遺物は、出土量が少なく住居床面より浮いて出土しているため住居の時期決定にはならないが、

嚢・壷の丸底化、小型器種の消失、高杯や布留式系賓の特徴などから、嚢の形態差やタタキの有無など

地域差はあるものの新富町八幡上遺跡3号住居（1）から同上薗遺跡F地区のI期（2）にかけての時期、古墳

時代前半（布留新段階）に相当する。

また、今回注目すべき布留式系嚢の出土遺跡としては、宮の前第2遺跡B地区2号住居跡（高千穂町）（3㌧

枝遺跡（門川町）（4こ猿野遺跡（宮崎市）（5㌧熊野原遺跡C地区（宮崎市）（6）、天神河内遺跡（田野町）（7）な

どあるが、出土量は少なく、土器組成においても、一部球形胴やタタキ技法、底部の丸底化など外来系

要素は認められるものの、あくまで在地系のものが主体を占めている。それらを搬入品とするには、畿

内あるいは北部九州の器形や調整、器壁の厚さなど違いが見られ、布留系土器の県内での受容・展開に

ついての今後の課題としておきたい（8）。

次に、検出された住居跡は、すべて方形を基調とした4本柱で、南側に炭化物や焼土を含む浅い土坑

を有する、この時期通有の形態を呈し、日常の生活遺構であったと考えられる。ただ、面積は1号住居

跡が約38．5扉、2号住居跡が約15扉、3号住居跡が約21扉を測り、さらに住居が一部拡張されたり、

ガラス玉を出土するなど住居間に格差が認められる。このように今回調査されたC地区の住居跡群は、

古墳時代前半の一時期に営まれた最小単位の集落と想定される。

高千穂地域では、高千穂バイパス関連や広域農道のほか温泉開発などの事業により縄文時代～古墳時

代の様相がここ数年間の調査で次第に明らかになっている。調査地も台地の上ばかりではなく、比較的

急斜面においても調査の手が入り遺跡の存在が知られるようになった。しかし、生活の基盤である生業

については、A地区の古墳時代初頭の住居から磨製石鉄や磨石、磨製石斧、石包丁、鉄鉱など出土し、

狩猟・採集や、ヒエやアワなどを栽培する畑作や稲作などが行われていたであろう（9）と考えられ、実際、
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布留式系嚢の内面に炭化物（焦げ）が付着していることからも何等かの調理が行われたことが分かる

ものの、それらに関わるような遺構・遺物については不明な点が多く、発掘調査技術も含め今後の調

査の課題であろう。
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古会　1995
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第1表　神殿遺跡出土土器観察表

遺物

番号

器　 形 出　 土 調　　　　　 整
文様および法量

色　　　　　 調
胎　　　　 土 備　 考

部　 位 彿 置 外　　 面 内　　 面 外　　 面 内　　 面

1
嚢
S A l 丁寧なナデ ナデ （口径239cm）（器高391cm）にぷい赤掲（5YR5〟） 明赤褐（5YR5／6） 3～5m の灰自・茶・褐・黒褐色粒、スス付着口緑～底部 指おさえ 胴部外面に緑刻 にぷい黄橙（10YR6／4）

にぷい黄掲（10YR5／3）
にぷい黄褐（10YR5／4）
にぷい掲（7．5YR5／3）

2m 以下の灰自・茶・褐色砂粒

2
嚢
S A l 横ナデ 横ナデ後指おさえ （口径22．7cm）

にぷい赤褐 にぷい赤褐 5mm以下の灰白色粒、 3 と同一個体口　 緑 外面に緑刻 （5YR5／3） （5YR5／4） 3mm以下の褐 ・茶褐色砂粒

3
嚢
頚　 部 S A l 横ナデ 横ナデ後指おざえ 外面に線刻

にぷい赤褐
（5YR5／3）

にぷい褐
（7．5YR6／3） 5mm以下の灰自・褐・茶褐色粒

4
裏
口　 緑 S A l 横ナデ 横ナデ後指おさえ 外面に鋸歯状の緑刻

にぷい褐
（7．5YR6／3）

にぷい橙
（5YR6／4）

6mmの以下の暗赤褐色臥血以下の褐色、3皿
以下の灰自・茶褐色、2皿以下の黒褐色砂粒 スス付着

5
士∃亘
胴　 部 S A l 右下りのタタキ ナデ

にぷい黄褐
（10YR 5／3）

暗灰黄
（2．5Y4／2） 1mm以下の透明 ・黒色光沢粒

6
士宣E S A l 口緑部横ナデ 横ナデ

にぷい橙 にぷい黄橙 2mm以下の黄橙 ・褐色砂粒、
スス付着頚　 部 胴部へラミガキ 、指おさえ （7．5YR7／4） （10Y R7／4） lmn以下の透明 ・黒色光沢粒

7
士宣E S A l 工具による調整の 丁寧なナデ （口径8．9cm） 黄褐 （2．5Y 5／3）灰黄褐（10YR4／2）2mm以下の灰白色砂粒、

黒変口縁～底部 後丁寧な横ナデ にぷい褐（7．5YR5／4 にぷい褐（7．5YR5／4 0．5mm以下の透明・黒色光沢粒

．8
・＝土こご宝E S A l ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 3皿以下の灰・褐・赤褐・黒色砂粒、 スス付着頸部「底部 風化ぎみ （10Y R6／4） （10YR7／3） 微細な透明光沢粒

9
高杯
S A l ヘラミガキ 坪部へラミガキ （口径18．1cm） にぷい橙 にぷい橙 1．5皿以下の浅黄・褐・黒褐色砂粒、

杯部～脚部 横ナデの後へラミガキ 脚部ナデ （5YR6／4） （5YR6／4） 0．5皿以下の透明光沢粒

10
嚢
S A l パケメ へラケズリ

にぷい黄橙 にぷい橙 2mm以下の灰自・淡黄色、1皿以下の褐灰・布留系
胴　 部 （10Y R7／4） （10YR6／4） 黒色砂臥透明光沢臥柱状の黒色光沢粒 スス付着

11
嚢
S A l パケメ へラケズ リ にぷい黄橙 にぷい黄橙（10YR肌 2．5皿以下の灰自・淡黄・褐灰色、1m以下の 布留系

胴　 部 （10Y R6／3） にぷい黄褐（10YR5／3 黒色砂私通明光沢臥柱状の黒色光沢粒 スス付着

12
裏
口　 緑 S A 2 ナデ ナデ 内面に数条の緑刻

黒褐
（10YR 3／2）

にぷい黄橙
（10Y R6／3）

3mm以下の乳白色砂粒、
2mn以下の透明・黒色光沢粒

スス付着

13
嚢
S A 2 ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2mm以下の黄橙 ・灰褐色 布留系

頚　 部 パケメ ヘラケズ リ （10YR 6／4） （10Y R6／4） 砂粒、黒色光沢粒 スス付着

14
裏
口縁～頸部

S A 2 横ナデ 横ナデの後指おさえ （口径14．4cm）外画に緑亥り
内面に3 条の緑亥り

にぷい褐
（7．5Y R6／3）

にぷい橙
（7．5Y R6／4）

3mm以下の灰自・褐色砂粒、
1．5mm以下の透明 ・黒色光沢粒

布留系

15
嚢
S A 2 口縁部横ナデ

頚部指おさえ
胴部へラケズリ
底部指おさえ

（口径17．7cm） 橙 （7．5Y R6／6）明黄褐（10YR釘6）5mm以下の灰白・褐・黒色粒、 布留系
口縁～底部 、胴部パケメ 器高 明黄褐（10YR6／4）褐灰（10YR4／1）2mm以下の黒色光沢粒 スス付着

16
嚢
完　 形 S A 2

口緑部横ナデ
胴部パケメ

口緑部指おさ
えの後横ナデ

口径 （15．6cm）
器高22cm

浅黄 （2．5Y 〃4） 浅黄 （2．5Y 7／4） 4mm以下の自・灰白色砂粒 布留系

17
士宣E
頚　 部 S A 2 へラミガキ 風化著 しい

にぷい橙
（7．5Y R6／4）

灰自（2．5Y 7／1） 3m 以下の淡黄・灰自・褐色砂粒 17～2洞一個体

18
士璽E
胴　 部 S A 2 へラミガキ 風化著 しい

橙 （7．5Y R6／6）
にぷい橙（7．5YR肌）

橙 （7．5YR7／6）
にぷい黄橙（10Ⅶ餉）

5mm以下の乳白・淡黄 ・灰 ・
褐色砂粒

19
・＝とご∃互
胴　 部 S A 2 ヘラミガキ 風化著 しい 外面に緑刻

にぷい橙
（7．5Y R6／4） 3皿n以下の淡黄・灰・褐色砂粒

20
＝量＝・∃王
胴　 部 S A 2 へラミガキ 風化著 しい 外面に線刻

にぷい橙
（7．5Y R6／4） 5mn以下の淡黄・灰 ・褐色砂粒

21
士宝E
胴　 部 S A 2 へラミガキ 風化著 しい 外面に緑刻

にぷい橙
（7．5Y R6／4） 3mm以下の淡黄 ・灰色砂粒

22
士竺E
胴　 部 S A l ヘラミガキ ‘ 風化著 しい 外面に線刻

（口径14．8cm）

（口径12．5cm）

にぷい橙
（7．5Y R6／4）

にぷい黄橙
（10YR 6／4）

4mm以下の淡黄 ・灰色砂粒

スス付着23
－こ土ご．竺E
口　 緑 S A 2

横ナデ 横ナデ 灰黄褐
（10YR4β）

4mm以下の乳白色粒、
ln皿以下の透明 ・黒色光沢粒

24
・＝上ご∃互
頚部～肩部 S A 2 ヘラミガキ

指おさえの後ナデ 橙 （7．5YR 7／6）
にぷい黄褐（10YR5／3）

橙 （7．5YR 6／6）
血路下の灰自・灰褐・黄褐・茶褐色砂粒、
1mm以下の黒色光沢粒

スス付着

25
士∃互
口縁～頸部

S A 3 パケメの後横ナデ パケメの後ナデ にぷい黄橙
（10YR6／4）

にぷい黄橙（10YR的）
にぷい橙（7．5YR6／4）

3mm以下の自 ・褐色砂粒、
0．5mm以下の透明光沢粒

スス付着

布留系

26
複合口縁壷
白　 線 S A 3 パケメ ナデ 橙 （7．5YR 7／6） 橙 （7．5YR 7／6）

3Ⅱ皿以下の負目・褐・赤褐・黒褐
色砂粒、0．5m 以下の透明光沢粒

27
士∃互
頚　 部 b－Ⅳ層 ナデ ナデ 浅黄橙

（10YR8／4）
褐灰 （10YR6／1）
黄橙 （10YR8／6）

2mm以下の乳自 ・褐色砂
粒透明光沢粒

28
嚢
S A 3 パケメ ケズ リ 浅黄橙（10YR8／4）浅黄橙（10YR8／3）3m 以下の灰自・黄白・黄灰色砂臥

胴　 部 にぷい黄褐（10Ⅷ5／3）にぷい黄橙（10Ⅶ〃3）血以下の透明・黒色光沢粒 スス付着

29
士璽E
口　 緑

b－Ⅲ層 丁寧な横ナデ 指おさえの後横ナデ にぷい黄橙
（10YR7／4）

にぷい黄橙
（10YR 6／4）

1mm以下の乳自・灰・褐・黒色砂粒、
微細な透明・黒色光沢粒

スス付着

30
士∃互
口　 緑

C－Ⅳ層 横ナデ 横ナデ 黒褐 （2．5Y 3／2）にぷい黄橙（10YR 6／4）
1皿u以下の灰白色砂粒、透明・
黒色光沢粒

スス付着
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第2表　神殿遺跡出土土器観察表

遺物

番号

器　 形 出　 土 調　　　　　 整
文様および法量

色　　　　　 調
胎　　　　 土 備　 考

部　 位 位　 置 外　　 面 内　　 面 外　　 面 内　　 面

31
士宝E
口縁～頚部

d －Ⅲ層 口緑部横ナデ
頭部横ナデの後パケメ

横ナデ
指おさえ

（口径17．6cm） 浅黄 （2．5Y 7／4） 浅黄 （2．5Y7／4） 3Ⅱ皿の以下の白色砂粒、
2m 以下の透明・黒色光沢粒

異変

32
嚢
口　 緑 d －Ⅱ層 横ナデ 指おさえ後横ナデ 「メ」印の沈緑 赤褐 （5YR4／6） 赤褐 （5YR4／6）4mm以下の茶褐色粒、

2mm以下の褐色砂粒

33
嚢
頚　 部 b －Ⅱ層 タタキ ナデ 頚部に突帯 にぷい黄褐

（10Y R5／4）
灰黄褐
（10YR4／2）

2mm以下の白色砂粒、透明
黒色光沢粒

34
嚢
胴　 部 b －Ⅲ層 タタキの後一部ナデ ナデ

黄褐 （2．5Y5／4）
黒褐 （2．5Y 3／1）

黄褐 （2．5Y5／4）
黒褐 （2．5Y3／1）

3mm以下の褐色砂粒、
1．5mm以下の透明・黒色光沢粒

異変

35
嚢
b －Ⅳ層 ナデ ナデ にぷい黄褐 にぷい褐 4mn以下の乳自・白色砂粒、

底部脚台 風化ぎみ 風化ぎみ （10Y R5／3） （7．5YR5／4） 3皿n以下の透明・黒色光沢粒

36
士∃互
底部～胴部 d －Ⅳ層 丁寧なナデ

ナデ
風化著 しい

（底径4．0cm ）
にぷい黄橙
（10Y R6／4） 橙 （5YR6／6）

3mn以下の白色砂粒、1．5皿n以
下の乳白・茶褐・黒色砂粒

37
嚢
口　 緑

b、d－Ⅳ層 横ナデ 横ナデ （口径13．1cm） 暗灰黄（2．5Y5／2）
にぷい黄褐（10Ⅶ5／3）

明赤褐（5YR5／6）
にぷい褐（7．5YR5謝

2mm以下の灰白・黄橙・赤褐
色砂粒、透明 ・黒色光沢粒

布留系

38
嚢
b －Ⅳ層 横ナデ 指おさえの後ナデ にぷい橙（7．5Y6／4）にぷい樫（7．5Y6／4） 1mm以下の灰褐 ・赤褐・赤色 布留系口縁～頚部 頸部指おさえ 黄灰 （2．5Y4／1） 砂粒、透明・黒色光沢粒 スス付着

39
嚢
胴　 部 b －Ⅱ層 タタキ ？ ヘラケズリ一部ナデ 灰黄褐

（10Y R4／2） 黒褐 （7．5YR2／2）
1mm以下の灰黄色砂粒、透明
黒色光沢粒

布留系
スス付着

40
嚢
b －I層 タタキの後パケメ ヘラケズリ一部ナデ 灰黄褐 にぷい黄 1m 以下の灰自・灰・褐灰色砂 布留系

胴　 部 （10Y R5／2） （2．5Y6／3） 粒、柱状の黒色光沢粒 内外面スス付着

41
嚢
ほぼ完形 S C 2

ナデ 指おさえの後ナデ にぷい黄褐
（10YR5／4）

にぷい赤褐
（5Y R5／4）

5m以下の乳自・灰自・褐色砂臥2皿以
下の黒色光沢臥0血以下の透明光沢粒

外面胴部上半部にス
ス付着及び内面胴部
下半師こ炭化物付着

第3表　神殿遺跡縄文土器観察表

遺物

番号

器　 形 出　 土 調　　　　　 整
文様および法量

色　　　　　 調
胎　　　　 土 備　 考

部　 位 位　 置 外　　 面 内　　 面 外　　 面 内　　 面

1
深　 鉢
胴　 部 b －Ⅱ層 ナデ ナデ 外面に山形押型文

にぷい黄
（2．5Y6／3）

にぷい黄
（2．5Y6／3） 微細な透明光沢粒

2
探　 鉢
胴　 部 S A 2 ナデ ナデ 外面に山形押型文 灰黄 （2．5Y6／2）

にぷい黄橙
（10YR6／4） 1mm以下の透明光沢粒

3
深　 鉢
胴　 部

S A l
埋土中 ナデ ミガキ 外面に磨消縄文 明黄褐（10YR6／6） にぷい黄橙

（10YR 〃4）
6m の黒色粒、3馳以下の灰白・
褐灰色砂粒、微細な透明光沢粒

4
深　 鉢
口　 緑

b －Ⅳ層 ナデ 指押えの後ナデ 外面に突帯 にぷい黄褐
（10Y R5／3）

にぷい黄橙
（10YR針4）

4m 以下の淡黄 ・灰色砂粒、
2mm以下の透明 ・黒色光沢粒

5
深　 鉢
口　 緑

b －：層 貝殻条痕 横ナデ 外面に突帯 にぷい黄橙
（10Y R6／3）

にぷい黄橙
（10YR6／4）

7mm以下の灰色粒、3mm以下の
淡黄 ・灰色砂粒、黒色光沢粒

6
深　 鉢
口　 縁

b－Ⅳ層 横ナデ 横ナデ 外面に突帯 灰黄褐（10YR4／2） にぷい黄橙（10YR 6／4）
1mm以下の乳白色砂粒、
透明 ・黒色光沢粒

スス付着

7
深　 鉢
口　 緑

b－Ⅲ層 貝殻条痕 指押えの後ナデ 外面に突帯
にぷい黄橙（10YR9／4）
にぷい黄褐（10YR4／3）

にぷい黄橙（肌R6／4）
にぷい黄褐（10YR5／3）

5～8皿の褐色粒、2皿以下の淡黄・
褐色砂粒、1皿以下の黒色光沢粒

8
深　 鉢
口　 緑

b－Ⅱ層 丁寧なナデ 丁寧なナデ 外面に突帯 灰黄褐（10YR4／2）
暗灰（N3／）

にぷい褐（7．5YR5！4）
暗灰 （N3／）

9m の灰色粒、3m 以下の淡黄・
灰・茶色砂粒、透明・黒色光沢粒

9
深　 鉢
口　 緑

b－Ⅴ層 貝殻条痕 貝殻条痕 口緑部直下にわずかな突帯 にぷい黄褐
（10YR4／3）

にぷい黄褐
（10Y R5／4）

3mm以下の白色砂粒、透
明黒色光沢粒

10
深　 鉢
口　 緑

b－Ⅳ層 貝殻条痕 貝殻条痕 外面に突帯
にぷい黄（2．5Y6／4）
にぷい黄橙（10Ⅷ6／4）

にぶ黄橙
（10Y R6／4）

3mm以下の淡黄 ・灰色砂
粒、透明 ・黒色光沢粒

11
深　 鉢
口　 緑 S A l 貝殻条痕 ナデ 外面に刻目突帯 オリーブ黒（7．5Y3／2）オリーブ褐（2．5Y4／6）

3mm以下の灰白色砂粒 ・
透明光沢粒

12
深　 鉢
口　 緑 b－Ⅳ層 ナデ ナデ 外面に刻目突帯 にぷい黄褐

（10YR4／3）
にぶ黄橙
（10YR5／3）

3mm以下の淡黄・橙色砂粒、
透明 ・黒色光沢粒

13
浅　 鉢
口縁～胴部

Ⅳ層
b－Ⅳ層 ミガキ ミガキ 内面に段を有す 暗褐（10YR3／3）黒褐 （10YR3／2）微細な淡黄色砂粒 精製磨研

14
浅　 鉢
口　 緑

S A l
b －Ⅲ層 ミガキ ミガキ 口緑部波状

内面に段を有す 黒 （5Y2／1） オリーブ褐（5Y31） 微細な透明光沢粒 精製磨研

15
探　 鉢

a－Ⅳ層 ミガキ ミガキ にぷい黄 にぶ黄 1mm以下の褐砂粒、透明 ・ スス付着
胴　 部 丁寧なナデ （2．5Y6／3） （2．5Y6／3） 黒色光沢粒 精製磨研

16
深　 鉢
胴　 部 S A 3

ミガキ
風化著しい ミガキ 黒褐（10YR3／1） 黒褐（10YR3／1） 0．5mm以下の黄白 ・褐色砂

粒、透明光沢粒
精製磨研



第4表　神殿遺跡出土石器計測表

実測図

番号
器　　 種 出 土 位 置 石　 材

現存長

（cm ）

現存幅

（cm ）

現存厚

（cm ）

重　 量

（g ）
備　　　　　 考

1 石　 鉄 b －Ⅳ層 チ ャー ト 3．20 1．70 0．36 1．5

2 石　 鉄 1 号住居埋土 チャー ト 1．83 1．59 0．26 0．5

3 石　 鉄 a －Ⅴ層 黒曜石 1．95 1．2 0．2 7 0．5 姫島産

4 石　 鉄 d －Ⅲ層 黒曜石 1．30 1．30 0．3 1 0．6
姫島産
先端部お よび脚欠損

5 石　 鉄 c d 段 Ⅳ－2層一括 黒曜石 2．40 1．60 0．32 0．7 基部欠損 ・姫島産

6 打 製石斧 a －Ⅲ層 流紋 岩 8．60 5．05 1．55 7．4 刃部欠損

7 横刃形 石器 表土中 流紋 岩 12．55 6．70 1．75 120．0 つ まみあ り

8 スクレイパー C －Ⅳ層 流紋 岩 7．80 5．45 0．95 38．0

9 スクレイパ ー C －Ⅳ層 流紋岩 ． 4．85 10．75 1．40 53．7

10 偏 平打 製石斧 b －Ⅳ層 粘板岩 6．45 5．20 0．65 29．4 刃部欠損

11 横 刃形 石器 b －Ⅳ層 流紋岩 6．50 13．80 0．70 8 1．2

12 石　 皿 a －Ⅳ層 砂岩 3 1．60 22．75 9．90 11，500

13 チ ャー ト原石 d －Ⅳ層 チャー ト 24．55 23．20 8．7 7，000

14 敵　 石 1号住居埋 土 砂岩 11．10 4．10 3．0 183．2

15 砥　 石 2 号住居埋 土 緑色 片岩 12．45 3．95 1．60 89．7 欠損

16 磨　 石 1号住居埋 土 花崗岩 5．15 5．25 4．50 157．5

17 砥　 石 1号住居埋 土 流紋岩 3．20 4．30 0．80 4．6 欠損

18 磨　 石 3 号住居埋 土 輝 石安 山岩 6．2 5 3．85 3．40 124．7

19 磨　 石 b － Ⅱ層 閃緑岩 7．80 6．90 4．10 345．5

20 砥　 石 d －Ⅲ層 砂岩 10．70 9．75 4．40 675．3

2 1 磨　 石 a －Ⅳ層 凝灰宕 6．30 5．50 4．6 219．4

22 砥　 石 C －Ⅲ層 砂岩 10．60 5．0 3．95 299．5 欠損

23 砥　 石 d －Ⅲ層 砂岩 6．75 3．15 1．75 72．8 欠損

24 砥　 石 a －Ⅳ層 砂岩 11．20 8．25 3．50 466．8 欠損

25 小　 玉 1 号住居埋土 緑色ガ ラス 0．5 0．5 0．3 0．1
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調査区遠景

（北西より）

調査区遠景

（北より）
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調査区遠景

（西より）

遺構検出状況
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SAl

検出状況

SAl検出状況（南より）
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